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On the Jugular Veins of the Japanese 

By 

Dr. Manzo Ogo 

〔AnatomicalInstitute of the Kyoto Imperial University (Director: Prof. T. Kihara）〕

Since the researches of the form of th巴 jugularveins by Bruno and by Mochizuki, our 

knowledge on this subjekt seems to be almost completed. Bruno cariied out his study with th巴

I tali n】at巴吋al,while Mod巾izu此kidid it with the Japanese. 

The material with which Mochizuki made his research had been collected at the Anato-

mica] Institute, Medical Department of the Kyoto Imperial University hy Prof. Dr. Adachi 

with the purpose of studying the venous sys旬m. The number of the Japanese cadavers 

studied by Mochizuki 間関 60(120 sides) out of 90 which were collected, the remaini暗 30

being preserved untouched. 

l have statistically studied the jugular veins of these 30 subject, and acertained the fact 

that the results obtained generally correspond with those of Mochizuki. I have therefore put 

together my 1esults with those of Mochizuki and given here a statistical description about the 

リocaclavers. (Autho1乍 abstract)
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踊静脈ノ形態ニ闘シテハ Ilruno.望月雨氏ノ；業蹟以来略々余等ノ之ニ附ス JI.-知識完備セルカ
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ノ翻アリ。自1J者ハ材料ヲ伊太利人ニトリ，後者ハ日本人ニトリタリ。而シテ望月氏／；材料ハ足、

師足立丈太郎先生ガ其ノ静脈系統研究ノタメ特ニ京都帝国大E害曹墜部解剖準教室ニ於ア探集サ

レシ本邦人民90韓中60韓(120側）ニシア陶．飴ノ30腫（60側）ハ未ダ調査サレスーシア貯ヘラレタリ。

材料及方法第2章

共ノ頚部ハ常エ雨側ヲ剖検シ之ヲ統計的余ノ材料ハIW上述ノ 30屍（ 0 219 9）ナリ。（第l表）

ニ記載セリ。而シテ60側（或ハ例）トシテ計算セリ。該材料ハ凡テ注入材料ニシテ，注入方法ハ

心臓ノ右房ヲ開キ上方及下方ヨリ LVツサ｛ジ1ニ依リテ静i民内血液ヲ出来ルダク追出シ，太キ

注入管ヲ右房ヨリ上空大静脈及下空大静脈ニ装置シ色素液ヲ注入セルモノナリ。

静脈排ノタメエ色素液ノ流入妨グラレタル場合ニハ夏ニ構顕額静脈又ハ前頭静脈等／：末梢ヨ

リ細キ注入管ヲ以テ中心ニ向ヒ液ヲ主主レリ。標本製作ニ首リ剖査ノ進ムニ従ツテ表居ノ！］、静脈

ハ勢ヒ他ノ動脈及神経等ト共ニ損傷ヲ売カレスコ叉之ヲ切断セザレバ深部ニ至Jレ事能ハずJレ揚

合屡々ナリ。然Jレガ故ニ剖査ノ深部ニ及プニ首リテハ表居部静脈ハ共都度紙上ニ描寝シ又次第

ニ記載ヲ増加シ直径2mmエ建セザル静脈ハ必要ニアラサ.）レモ／ハ之ヲ除外視セリ。故ニ最後ノ

観察ハ主トシテ描弱シタ Jレ岡及ピ記録ニ依リテ断案ヲ下セリ。上記ハ望月氏方法ニ従フモ，共

性
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前顔面静服

部i顔面静脈ノ経過ニ就テノ詳細ナル報告ハ顔面部静脈ノ篇ニ譲リ悲ニハ主トシテ師l顔面静脈

第3章

ノ開口ニ閲スル統系的観察ヲ記載セントス。前顔面静脈ノ関口ハ次ノ：如ク 7種ニ匝別スルコト

ヲ得。
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第 1型後顔面静脈ト共＝明ラカユ線顔面静脈門学Fレモノ。

望月 120仰j調査総数 8 右21伊j 左12'[§1] ♀右2例 左3伊j 計38伊j ill.6% 

小河 60例調査機数 8 右12例 左10例 ♀右3例 左3例 計28例 46.6% 

計 180例調査総数 8 右33例左22例 中右5例左6例 計66例 36.6;>;;

Bruno イタリ人60屍ノ調査成績＝依レパ緯顔面静脈7作ノレモノ

（但シ二腹顎筋及童扶舌骨筋／：外側ヲ経テ来ノレ後顔面静脈ト合ス）

100伊u "27 % 

墓月 120例 15例 12.5% 

小河 60例 11例 18.3% 

計 180例 26例 14.4%

第 2型外頚静脈ユ入ルモノ

望月 120例 8 右13例左12例♀右5例左8例計38例 31.6%

4、河 60 4 8 2 3 17 28.3 

言「 180 17 20 7 11 55 30.5 

Bruno 100例 (Ennoノ所謂総顔面静脈ガ胸鎖手L様筋ノ；外側7下行シテ外頚静脈トナJレモノ） 32% 

第 5型内頭静脈＝直接関口スJレモノ

望月 120例 8 右 7~］左13例早右4WJJ 左3例計27'WIJ 23.5% 

小河 60 

計 180

。
7 

0 

13 

Hruno 100 

1 

5 

1 

4 

2 

29 

3.:3 

16.1 

4 

第 4型前額静脈トナルモノ或ハ之＝関口 A Jレモ／

望月 uo例 S 右 1例左 6例♀右6i列左3伺j 計lli例 13.3%

小 I可 60

計 180

咽

i
d
v
u

4 

10 

Bruno 

0 

6 

1 

4 

6 10.0 

"22 12.2 

3 

第 5型耳語j静脈交曾＝力日ハルモノ

望月 120例 8 右 3伊j 左 2例♀右0例左0例言t5伊u 4.1% 
小河 60 

百十 180 

。1 

4 ‘〉
~ 

0 

0 

0 

0 (j 

1.6 

3.6 

116製翼状静脈＝入ルモノ

望月 120例 ろ右 1例左 1例￥右0例左0例計 2例 1.6%

小河 60 

言十 180 

0 

1 

。 。
。

0 

0 ‘〉
~ 

。 0 

1.1 

第 7型同時＝略々同大ノ2探ヲ有シテ2形ヲ具有シ計算重複セJレモノ，（望月三ノ、第7型（ィ，ロ，斗ヲ

上記6型中二2重＝算入セシモ余ノ、（イ， h ノ、，：＝.） '1濁持ノ型トシテ取扱ヒ IJ）レヲ以テ之ニ算入セズ）。

-r 第2型ト第4型ヲ有λルモノ
望月.120例 8 右 0例左 O例宇右2例左I例計 3例 2.5%

小河 60 

計 180

‘〉・4 。。；己

1 

3 

5 0 

1 

‘1・、j・
6 3.3 

ロ 第2型ト第6型トヲ有スJレモノ

望月 120例 8 右 1例左 O例早右0例左0例計 1例 0.8%
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小河 60 。 。 。 。 。 。
言十 180 1 。 。 。 0.5 

，、第3型ト第4型ト 7有スJレモノ

望月 120例 8 右 0例 左 l例 平右0例 左1例 計」例 Ui% 

小河 60 。 。 。 。 。 。
言十 181) 。 1 。 1 2 1.1 

ユ第1型及第4型ヲ有スJレモ／

望月 120例 8 右 0例 左 0例 手右0例 左0例 計 0例 0 % 

小河 60 よ 。 1 。 :: 5 

言十 180 。“ 。 1 。 、‘·~ 1.fj 

第4章後顔面静服

本静脈ハ其ノ.＝t流ヲイr•J レノ静脈ヨリ受ク Jレカ叉如何ナル経過ヲ取ルカト云フコトハ耳前ニ於

クル静脈ノ形態ニ依リア種々ニ決定セラ Jレ。印チ浅顕額静脈，中顕額静脈，費三欣静脈叢及ピカ・

向蹄換ヲナシ：nlミタレル前顔面静脈ノ 4ヲ教へ夏ェ外耳，耳下腺及ピ F顎開節等ヨリ来Jレ!J、静

脈ノ；多数之ニ加ハリア耳前ニ1圏ノ叢ヲ形成スルヲ見Jレ（望月民ハ之ヲ耳前静脈交曾ト名付ク），

依リテ此ノ形態ヲ分類シテ上記静脈ノ消長及ピ開口献態ヲ分類スレパ尖／：如シ。

耳雨I静脈交曾ノ形態

之ヲ A,B, C, D，及ピ E ノ5型ニ分ツ。

第IA型浅甑顧静脈ト中菰帯静脈トユヨリテ総額領静脈ヲ作リ之＝翼吠静脈叢加ハリテ葱＂＂＂ l ／主幹ヲ

形成シ外頭静脈／：分校ヲナシタ Yレ後（時ニ或ハ此ノ：分校 'J.，..廿ズシテ）主幹ハ分校ト同等或ノ、以上／太サヲ

以テ後顔面静~トナリテ（翠燭＝ :J.ハ前顔面静脈ト共＝線顔面静脈ヲ fドリテ）内頭静脈＝注グ。
望月 1』0例 さ右24例左29例甲右2例左7例計62例 ι1.6%

小河 60 

計 180

8 

りょ

14 

43 

1 

3 

3 

10 

26 

8-) 

40.3 

48.8 

第2B型外頚静脈／：分校高キ位置＝始マリ主幹ハソレヨリモ低キ所＝於テ翼状静脈叢ヲ合セ下行ス。

望月 120附 8 右 9例左 1例♀右0例左O例計10例 8.il%

小河 60 0 1 0 0 1 1.6 

計 180 9 2 0 0 11 6.1 

第3C型総議額静脈ハ延長シテ外頚静脈トナリ翼状静脈叢ハ延長シテ後顔面静脈トナJレ。其I 2流／間

ノ、1傑或ハ2傑ノ交通投7以テ連絡セラ Jレ。

望月 120倒 色右 4例左 6例♀右4例左2例計16例 13.3%

小河 60 11 5 5 6 27 45.0 

計 180 15 11 9 8 43 23.8 

望月氏ハ外額静脈ト後顔面静脈ト／問／：交通枝ノ、常＝2主流ヨリモ小ナリト記載セルモ余ハ2主流ヨリモ

大ナル附ヲ見出シ:J.其ノ：交遁枝ハ望月氏＝依レパ1傑／ミナJレカノ知ク記載セルモ余ハ2傑／交通枝730例

中17例＝於テ見~ 9。

第4D型線量買額静脈及ピ翼状静脈叢ハ合シテ1主流ヲ作リ延長シテ外頚静脈或ハ前頭静脈トナJレ。後顔

面静脈トシテハ此／｜努比較的小部分ノ：分配ヲ受クJレカ或ハ其／：存在不明ナリ。

望月 120例 8 右 4例左 61目j 平右9例左6例計25例 20.8%
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小河 60 1 1 a 。 5 8.3 

計 180 5 7 12 6 30 16.6 

第5E型前記4型／何レヲ問ハズ之品前顔面静脈n10加ハJレモ／。

望月‘ 120例 8 右 3例 左 2例 ♀右0例 左0例 計 5例 4.1% 

小河 60 1 。 。 。 1 1.6 

計 180 主 2 。 。 6 3.3 

耳前i静脈交曾ヨリ出スツL諸静脈

耳m1静脈交曾ノ上記5型ヨリ護シテ血流ヲ心臓ニ向ツテ送Jレ静脈へ白iii車ノ：如ク後顔面静脈，

外頭静脈及ピ前頭静脈ノ 3ヲ教フ。之等3者ハ3fl保共ニ同時ニ存在ス ）~揚合ハ甚夕、、少ク，同時ニ2

依ヲ存ス ）~場合最モ多数ニシテ，又 1 僚ヲイ子スル揚合アリ c 耐シア H条ノ i揚合ニ在リアハ各静

脈各々開口ノ主流トナル揚合，或ハ耳前l静脈交曾ノ延長トモ見ルペキモノーシテ唯1依ノミ強

ク存在ヲ主張スル揚合アリ。共他同大ノ 2保ヲ以テ血流ヲ折宇ス ）~揚合，或ハ叉3保ヲ存シ各静

脈ノ強弱ニ従ツア種々ノ組合セヲ生ズル等幾多ノ形態ヲ存ス。之ヲ失／；如ク分類ス。

第1 耳前静脈交曾／主流ヲ後顔面静脈＝主主ル場令

望月 120例 8 右27例左23例♀右3~J 左足例計；）6刈 466% 雨仮IJ o 15例♀I例
小河 60 7 13 。 1 21 35.0 0 2 字。
言十 180 34 36 3 4 77 42.7 

ヨノ内耳静脈交曾ノ；延長トモ見Fレペキ血流会部ヲ後顔面静脈ユ途ノレモノ。

望月 120例 S 右 5伊j 左 2例平右0例左2~J 計 9例 7.5% 

小河 60 1 2 。。 3 5.0 

言十 180 6 4 。 2 12 6.6 
第2 耳前静脈交含／；主流7外頚静脈＝途ノレ場合

望月 120例 S右 9例左 7例 平右7例左7例計30例 25.0% 雨側 06例 平b伺J

小河 60 9 3 6 1 19 31.6 0 1 平1

計 180 18 10 13 8 49 27.2 

コノ内耳前静脈交舎／血流全部7外鎮静脈ユ延長スル場合。

望月 120例 8右 3例左 2例♀右2例左3例計10例 8.3 ；＞~ 

小河 60 。 。 。。 。。
言十 180 日 2 2 3 IO 5.5 

第3. 耳前静脈交合／主流ヲ前頭静脈＝途Jレ場合。

望月 126例 S右 1例左 2例♀右l例左O倒計 4例 3. ：：；＞~ 

小河 60 。 。 。。 。。
言十 180 2 1 。 4 2.2 

コノ内／例（望月）＝於テハ耳前静脈交曾ノ延長其モノガ前頭静脈ヲナスト見Jレコト 7得。

第4 後顔面静脈ト外頚静脈ト同大ユテ耳前静脈炎含／血流72分スJレ場合

望月 120例 8右 8例左13伊j ♀右4例左5例計30例 25.0.% 雨側 02例 中1例

小河 60 5 5 3 6 19 31.6 0 2 平2

計 180 13 18 7 11 49 27.2 

第5, 耳前線脈交舎ノ血流73分シテ後顔面静脈，外観静脈及ピ前頭静脈ノ3傑＝関口 A Jレ場合，
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望月 120例 8右 1例左 O例平右 2伊j 左 O例計 3例 2.5%

小河 60 0 0 0 1 1 1.6 

言1・ 180 l 0 2 1 4 ~.2 

ーた品耳前静脈交曾／主流!J）レト支流PJレトヲ問ハズ外頚動脈／経過＝＋目笛スJレ形態7取リテ内頭静脈ー

肉フ所／静脈，＠Pチ後顔面静脈トシテ存在スルモノ。
望月 120例 計108例 !JO % 

4、河 60 60 100 

計 180 168 !13.3 

＊後顔商務脈／直径2.0mmュ達セザノレノj、静脈カ或ハ其存在不明ノモ／。

望月 120例 計12例 JO % 

小河 60 0 0 

計 180 12 6.6 

コノ後顔面静脈ハ二腹鰐筋及ピ室状舌骨筋トノ関係及ピ前顔面静脈ト合シテ総顔面静脈ヲ作Jレカ否カノ

傑件＝＇1'来日テ4種＝匿,81J7.）レコト 7得。

後顔面静脈ノ関口第1

整状舌骨筋及ピニ腹齢筋／内側7経テ内頭線脈＝直接入Jレモノ。

望月 120例 8右22例 .ti321Jlj 中友10例左 8例計72例 60.0% 爾側 020例♀6仰j

小河 60 7 9 4 4 24 40.0 色 5 ♀3

言1・ 180 2!J 41 14 12 !J6 53.3 

ヨノ内2~1; f間印チ室状舌骨筋 f~外側ェテニ腹欝筋／内側ヲ遁過ス Jレモノ。

望月 120例 計 1例 0.8%

小河 60 0 0 

計 180 1 0.5 

後顔商静脈ノ関口第2

前記2筋／内側ヲ遁リテ後機顔面静脈ヲf字ルカ或ハ前顔面静脈ト殆ド同時＝内鎮静脈＝入ルモノ。

望月 120伺~ 0右13例左 9例♀布 2伺j 左 3伊j 計27例 22.5% 爾側 05例♀O例

小河 60 3 :l 

言1・ 180 16 12 

後顔面静脈ノ関口第3

3 

5 

2 

5 

11 18.3 o l ♀2 

38 21.1 

坊主ノ；外側7干’行シテ縛顔面静脈ヲ作ラズシテ直接内頚静脈＝入ルモノ。望月，小河之ヲ見ズ。

後顔面l静脈ノ開口第4

2筋ノ：外側7下行シテ前顔面静脈ト共＝緯顔面静脈ヲ作Pレモノ。

望月 120倒 8 右 9例左 5例宇右 0例左 I例計l5例 l~.5% 雨側 0 1例 yO例
小河 60 6 5 0 1 12 20.0 0 4 

~1・ 180 15 10 0 2 27 15.0 

上記後顔面静脈ノ関口＝於テハ2傑或ハ3傑＝分レ同時ニ2種ノ形態7有スルモノアリ。関口第 1ト第2ノ

形態ヲ共有スyレモノ。

望月 120W!J S右 1例左 3例中右 0例左 O例計 4倒 3.3%

小河 60 

~t 180 

。 0 

3 

。
。
。
。 0 0 

4 2.2 
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関口第2ト第4／形態ヲ共有スルモノ内

望月 120例 6右 lg!J 左 O例平右 0例左 1例計 2例 1.6%

小河 60 0 1 0 。 1 1.6 

言1・ 180 1 1 0 1.6 

望月氏記載／外＝余ハ究ノ関口 7見IJ1)。

2筋ノ；外側ヲ下行シテ前顔面静脈ト共＝前頭静脈＝移行ス Pレモ／。

葉月 120例 記載ヲ見ズ。

小河 60 8右 0例左 0例早右 2例左 2例計 4例 6.6%

言十 180 。 。 2 2 4 2.2 

第lト第4／形態ヲ有スルモ ／a

~月 120g!J 記載ヲ見ズ。

小河 60 8右 4伺j 左 2例♀右 0例左 0例計 6g!J 10 %雨側 01

計 180 4 2 0 0 6 3.3 

第1ト第4ノ前頭静脈＝移行ースJレモノヲ共有スルモノ。

望月 ]20例

小河 60 8 右 1例左 lg!J 平右 0例左 O例計 2~J :l.3% 

百十 180 1 1 0 0 2 11 

蕊＝注意見ペキハニ腹自信筋及ピ童扶舌骨筋／内側ヲ下行スル所／後顔面静脈ハ外頚動脈ト平行シテ之ト

キ目伴7，而シテ此ノ｜療ユノ、外頚動脈品滑 7テ特別ノ静脈ヲ見出サズ。之＝反シテ後顔面静脈が 2筋／外側

ヲ走Jレ場合ユ於テハ（カノ前顔面静脈以外＝外蹄動脈＝附随シテ1或ハ2傑ノ小静脈ノ；存在λルガ虫日夕）外頚

動脈＝浩フテ1或ハ2fJ集／小静脈7貝Jレヲ遁常ト A 。ヨノ；事ハ 2筋ヲ堺トシテ走ル静脈＝望号シテ今日迄等シ

ク後顔面静脈f名解ヲ冠スJレトノ、雄モ爾者ハ各々英生物墜上／意義ヲ異＂＂7.Jレ毛ノト云ハザJレベカラズ。

且ツ関口第 1／場合ト関口第2／場合トヲ合スノレ時ハ 2筋ノ内側ヲ下仔 ；＜.）レ後顔面静脈ハ望月ハ108例中！）！）

例，余ハ60例中35例＝逢ス。

望月 lOS例 ！）！）例！）J.6%

小河 60 35 58.:l 

言十 168 l:l4 7!l. 7 

望月氏ハ重複セシモ／モ算入シ，余ハ除外h

外側7下行スJレ後顔面静脈ハ之＝反シテヲたノ J主日キ少数例＝過干ズ。

望月 108例 15例 12.5%

4、t可 60 16 26.6 

言1・ 168 81 18.4 

印チ2筋ノ内側7走Jレ後顔面静脈ハ外頚動脈＝附随;r..，レ静脈＝シテ動脈ト共＝常ユ存在セント λJレ性質

7有シ，筋ノ外側ヲ走Fレ場合＝ハ之＝反シテ動脈ト関係ナク表層7行ク静脈トシテ／特性ノ 17現Zモノ

ト信ズ＠ヲた品主副7問ハズシテ耳前静脈交曾ヨリ起リテ外頭静脈ト名付クベキ著明／：分校／：存在セJレ毛／

7~設 7 ）レニ宍 ／）IU._,o

望月 120例 100例 90.8%

小河 60 57 9.5.0 

llt 180 166 92.2 

此ノ：分校ヲl快主日セルカ又ハ存在不明ノモ／尖／知シ。

望月 120例 8右 6例左 4伊j ♀右 0例左 1例言1・11例 9.1% 



小河 60 

計 180

l 

同

I 

2 

6 

小河．日本人ノ頚静脈

。
。

0 

1 

3 5.0 

14 7.7 

耳前静脈交曾ヨリ ti:\ .，＿.）レ商lJ!ilJ{静脈トジテ主副ヲ論ゼズ之ヲ有ス Jレモノハ突ノ；~n Yo 

望月 120例 8右 1例左 3例中右 2例左 0例計 6例 50%

小河 60 0 0 0 0 0 0 

言1・ 180 1 3 2 0 6 :i.3 

829 

以上記載セ Jレ種々ノ形態ヲ有ス Jレ3種ノi静脈が如何ナル現ノ耳前静脈交曾ヨリ来Jレカ郎チ各

別々ニ記載セル超始ト開口トノ組合セヲ明ラカ」スルコトニ依リテ悲ニ初メア各静脈ノ終始ヲ

決定ス ｝~ コトヲ得。

第lA型88例（望月62例，小河26例）ヨリ護スル静脈

A型ハ其ノ形態／性質上主流トシテ後顔面静脈ヲ選プコト最モ多シ。

望月 62例 t 右19例左18f朝j ♀右 1-wiJ 左目例計41伺~ 66.l % 

小 I可 26

n ss 
；り

24 

10 

28 

0 

1 

。
‘， ・.
15 57.6 

56 63.6 

而ジテコノ56例中＝耳前／；延長ト見ルペヰ後顔面静脈ノ12例ガ含.，.）レノレコトハ論ヲ侠9ズ。ヲた＝分校邸

チ外頚静脈ヵ・直径ヲ増大シテ後顔面静脈ト血流ヲ2等分スル形態ヲ取ルモノ。

望月 日2例；＇，右 5例左lO例中右 1例左 4例計20例 32.2?;;

4、I可 26 8 4 2 2 11 42.3 

言1・ ss s 14 3 6 :n :i.;.2 

分校ガ外頚静脈トナラズシテ胸銭乳様筋／前線＝活フテ下行シ前額静脈トナノレモ／。

望月 62例 8布。伺j 左 1伺j ♀右 0例左 0例計 1例 1.6%

小 I可 26

計 88

0 

0 

。 。
。
。
。
。。
1 l.l 

第2B型11例（望月10例，小河1例）ヨリ護スル静脈

主流ヲ後顔面静脈＝主主ノレ場令（印画iJ述／；耳前静脈交曾ョ 9teヅJレ諸静脈第1）ト組合7場合。
望月 10例 8 右 7~J 左 l~J 中右 O例左 0例計 8例 80.0%

小河 1 0 1 0 0 1 100.0 

百十 11 7 2 0 0 9 81.8 

分校1J）レ外頭静脈ガ本幹タノレ後顔面静脈ヨ Fモ大ナルモ／。

望月 10伊u~右 l~J 左 0例中右 0例左 O例計 I例 10.0 ；＞~

小河 1 0 0 0 0 0 0 

計 11 1 0 0 0 1 9.0. 

雨者岡大ノモノ。

草月 10例 8布 1例左 O例宇右 0例左 O例計 1例 10.0%

小河 1 

言十 11 

0 

1 

。
。
。
。
。
。

0 0 

1 9.0 

第3C型43例（望月16例，小河27例）ヨリ護スル静脈

第I，即チ後顔面静脈ヲ大トスルモノ。

望月 16例 8 右 1例左：l例♀右 l~J 左 O~j 計 5例：：u;-;;
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小河 27 2 。“ 。 。 4 14.8% 

言十 43 ., 、z 5 。 9 20.9 

第宮，卸チ外頭静脈ヲ大トスルモノ。

望月 16例 8右 2例 tr.2例 中右 0例左 1例計5例 3.1:1%

小河 27 同I 2 4.8.1 

言十 43 9 4 ．。， 2 18 41.8 

第九 ~Dチ後顔面静脈ト外額静脈ト同大ノモノ。

望月 16例色右 l'!JIJ 友］例宇右 31明j 左］例計 61JIJ 37.5% 

小 t可 '27 2 2 l 4 9 H。U'>.? ’ 

百十 4:l ・0) 3 4 5 15 34.8 

第4D摺30例（望月25例，ノj、河5~J) ヨリ護スル静脈

D型ハ業形態ノ性質上第1ヲ取ルコト無ク第2, ~D チ外額静脈ユ主流ヲ主主）~ 場合。

望月 25例 Z右 2例左 4例中布 8例左 6例，計20例 80.0%

4、t可 5 1 1 3 0 5 100.0 

計 30 3 5 11 6 25 83.3 

:x..前進／；ヰ前ノ；延長ト見Fレペキ外頚静脈IO例（望月10例，小河0）ノ内1例（望月1例，小河0）ノ、不明型叉1

例（望月1例，小河0）ハD型7基本トセJレE型ヨリ来リ， f也ハ凡テD裂ヨリ来Jレ。洩リ／5例（望月5例，小河

0）ノ内1例（望月I例，小河0）ハ前頭静脈ト同大／後顔面静脈ヲ出ス。

望月 5例 S右 1例左 0伊j 中右 0例左 0例計 1例

小河 。 。 。 。 。 。
1llL／、凡テ前頭静脈ニ主流ヲ迭Jレ。

望月 5例 8右 l-9Jj 左 2例♀右 l-9Jj左 0例 計 4例

小河 。 。 。 。 。 。
第 5E型6例（望月 5WiJ，小河1例）ヨリ殻ス ｝~静脈

主流ヲ外頚古事脈＝主主ルモ／~

望月 5例 8右 2例左 1-9Jj 中右 0-9Jj 左 0例計 3例 60 % 

小河 1 。 。 。 。 。。
6 2 1 。 。 3 50.0 

後顔面静脈ト外頭静脈＝2分スノレモノ

望月 5例 8左 1伺J 右 1例 中左 0例右 0例言t2'WJJ 40.0% 

小河 。 1 ,, 。 。 1 100.0 

計 6 I 2 。 。 t‘i ・ 5.0 

上記5型ノ外ニ耳前型不明イモノ 2~1 （望月2例，小河0）中， 1例（望月1例， 1J、河0）ハ外頭部脈

ヲ以テ主流トシ他ハ後顔面静脈ト同大ノ静脈ヲ有ス。ーたニ上記ノ逆手耳：前ヨリ IH デ＊）~静脈ノ

種々ノ形態が耳所II静脈交舎5型／何レヲ頂クカヲ教フレバ次／：如シ。

第I／；主流ヲ後顔面静脈＝途ル71i'WJJ(望月54例，小河21例）。

望月 54伊j中 41例A型 8例B型 5例C D~ ヨ P ノ、来ラズ．

4、河 21 ].) 1 5 

言1・ 75 56 9 10 

第2ノ主流7外頭静脈＝JtJレ50例（望月32'WJJ，小河18例）。
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~ 月 :12例中 22例D型ヨリ来Jレモノ 5例C型 3例E型 1例B型及1例不明型

小河 18 5 13 。 。
計. 50 27 18 ‘’ 2 

第わ主流ヲ前頭静脈＝；会ル4例l望月4伊j，小河0）。

望月 4伺l中 4例D型ヨリ ~vレモノ

小河 O 0 

~t 4 4 

第4/：外頭静脈ト後顔面静脈ト 7以テ2等分スル51例（望月:JO例，小河21例）。

望月 30例中 20例A型 6例C製 2例E型 21JIJTI型及ピ不明裂ノモ／

小河台 21 11 fl 1 0 

~t 51 :n 15 3 2 

夏＝前記3種ノ関口状態ヲ有スJレ168WtJ(望月108例，小河60例）ノ後顔面静脈ガ如何ナル型ノ；耳前静脈交曾

ヨり＊＇レカヲ親Yレユ第1ノ2筋／内側ヲ綬テ直接内頚静脈＝入Pレ96例（望月721明j，小河ヨ4例）ハ第2表＝示セJレ

ガ如クA型ヨリ来Pレモノ43例，44.7%（望月:li例，bl.3%。小河6例，25%）ユテ最モ多ク且5型ノ凡テョ H＊）レ。

叉第2 ノ 2筋／内側 7ff~ テ総顔面静脈ヲ｛わレモ／ 38例（望月27例，小河11例）＝於テノ、第3表＝示スヵ・虫Hク

之亦A裂ヨリ来Jレモ／：忌モ多タ2::l例， 60.5%（望月18例， 66.6%。ィ、河5例， 45.4%）ヲ鍛へ E型7飲クn 最

後ノ2Miノ外側7経テ線顔面静脈ヲfトレモ／ 27例（望月15例，小河12例）ハA型ヨリ来Jレモ／22例（望月14
例， d、河8例）＝テB型ヨリ来Jレモノノ、1例（望月1例，小河0)7童文 7 Jレノミ。

第 2 表 第 3 表

筋内側7経テ直接内頚静脈＝入JレV.fac. Post. 筋内側ヲ経テ縛顔面静脈ヲ作ノレV.fac. Post 

｜望月｜小河 J2氏

第 1 I右｜左！計｜右 ｜左｜計｜線計
｜望月｜小河｜三三

第 2 I右 ｜左｜計｜右｜左！計｜総計
A型ヨリ来Jレ 15 22 37 2 4 6 43 A型ョ9*Pレ 9 !) 18 2 3 5 23 
B ，， 4 1 5 。。。5 B ，， 4 4 。1 5 

c ，， 6 9 15 7 8 15 30 c ，， 2 2 2 2 4 6 

D ，， 5 6 11 1 2 13 )) ，， 1 1 2 1 。1 3 
E ，， 2 2 4 。1 1 。 E ，， 。。。。。。。
言十 3~ 40 72 10 14 24 96 計 16 10 26 5 6 11 37 

L fタリ寸人ト日本人トノ後顔面i静脈ノ開口ニ就テノ比較

Bruno ハ耳前ニ於ナル静脈ノ形態ニ閲シテハ何等新シキ所見ヲ有セズ，顕韻静脈ノ延長ハ卸

チ後額面静脈ナリトシテ之ガ外頭静脈エ行クカ叉ハ内頭静脈ニ向フカノ関口ノミェ；銃テ観察セ

リ。

I. 外頭静脈トナルモノ

Bruno 

望月

小す可

計

120例中68例

60例中47例

180例中115例

55.0% 

56.6% 

78.2;>;; 

63.6% 

コノ内（イ）， Bruno ノ所調『後顔面静脈ヵ・皐街＝外顎静脈トナルモノ』余ノ｝好調『耳前静脈交曾／；主流ガ

下行シテ起始1傑／：外頚静脈トナル毛／』。
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Bruno 23.0% 

望月 120例中30例 、 25.0% 

小河 60例中19例 31.6% 

計 180例中49例 30.5% 

（ロ〉，前顔面静脈ト合シテ外頚静脈トナノレモノ卸チ総額面静脈ガ胸鉄乳様筋ノ：外側ヲ下行スノレ形。

Bruno 

望月

小河

計

2.内頚静脈ユ向フモノ。

Bruno 

望月

小河

目f

120例中38仰1

60例中28例

180例中66例

120例中37伊1

60例中19例

180例中56例

コ／内（イ）Bruno ／所謂『翠濁＝内頚静脈ユ入Yレモノ』

Bruno 

望月

小河

計

120例中22例

60例中 7例

180例中29例

32.0% 

31.6~b 

46.6% 

36.6;>0 

45.0~0 

30.8% 

31.6% 

:H.1% 

18.0% 

18.!l% 

11.6% 

16.1% 

16.1%ナル望月及ピ小河/litノ数字ノ、所謂『耳前静脈交曾ノ主流』タルト『副流』iタルトヲ問ハズニ腹鰐

筋及ピ慈吠舌骨筋ノ内側ヲ遁りテ内頚静脈ユ直接＝入yレ96例／内ヨザ其ノ主流ノミヲ選ピ数へタルモ／ナ

（ロ）縛顔面静脈トナリテ内頚静脈＝入ル

Bruno 

望月

小河

120~J 中15~J

60g!J Iド12伺j

180j，罰！中27伺j

27.0% 

12.5% 

20.0% 

15.。%

但シ二腹鵠筋及ピ室状舌骨筋／ 2筋／：外側ヲ経テ前顔面静脈ト合スルモノノミナリ。Bruno~、2筋／内観1]7

下行スル後顔面静脈ユ依Pテ作ラ JレJレ緯顔面静脈ヲ記載セズ。之ヲ注意セザルカ或ハ標本不明ノタメカ。

第5章線顔面静服

部i顔両静脈及ピ後額面静脈ノ~日口保下ニ記載セ Jレカ耳目ク偲令短カキ領域トハ f へ明カニ綿顔

両静脈ヲ形成スルモノ 66例， 36.6%（望月38例， 31.6%。小河28例， 46.6%）λミナラズ2者殆ド

同時＝内頭静脈ニ入Jレモノ6例（望月3例， 1J、ifiT3例）ヲ合セア72例， 40%（望月41例， 43.1%。小

河31例， 36.9%）ヲ敢フルノミ，帥チ110例， 61.1%（望月79例， 65.9%。小河31例， 51.6%）ハ総

額間静脈ヲ全ク昧九而シテ注意スペキハ表居！Wチ二腹蹄筋及華航舌骨筋／外側ヲ下行スル後

顔面．静脈川直接内顕静脈ニ入ルコトナクシア悉ク前顔面静脈ト合シテ棉顔面静脈ヲ作ルコトナ

リ。然レドモ其ノ；数小ニシテ27例， 16.1%（望月1fi例， 12.5%。小河12例， 20%）ヲ敷フ。 39例，

21.6% （望月27例， 22.5%。小河12例， 20%）ハ2筋ノ内側ヲ下行スル後頭岡静脈ニ依リテ作ラ

ル。之等ハ今日行ハル、一般外国教科書記載ノ事ト大＝異ナル所ニシテ皐者ノ注意ニi買ス。



小河．日本人 F 顎静脈

第8章外頚静脈

外頭静脈ノ超 Ht

833 

望月氏及ピ余／調究セシ18＇）例ノ観 'fifニ於テハ外頭静脈ノ起始トシテ耳前ニ於クJレ静脈ハ重

要ナ Jレ役ヲ成ス，然レドモ外頭静脈ガ望月氏ノ所謂『耳前静脈交曾J~p チ Luschkaノ所謂『後

額面静脈ノ直接ノ涯長』ナリトノ断言ニ相官ス Jl-所ノ形態ハ遁現トスJレニ足ラずルモノーシテ

望月氏ガ先ニ分類セシ耳断l静脈交曾ノ5型ノ内第4D型ニ於クル主流が外頭静脈ノ主流トナλ揚

合30例（望月25例，小河5例）ノ小数ニ於テ之ヲ趨HJスルー足ル。望月氏ハ胸鋪字L様筋ノ外側ヲ

下行シア外頭静脈トナJレペキ血流ノ起始トシテ次ノ 6静脈ヲ童文フ。

1.耳話i静脈交曾 2.前顔面静脈 3.碩下静脈 4.後耳静脈 5.耳下腺静脈 6.前頭静脈

之等静脈ノ有無，強弱及ピ共ノ集合依態種々ニシテ之ヲ分類スルコト弐／如シ。

第1.耳前／ミ司リ主流ヲ起シ1tliョ！） ／流入枝ヲ有セザノレモノ。

望月 120伊tl 0 右15例左17例平右 4~J 左 2例計~8例 31.G%

小河 GO 3 8 2 1 14 23.3 

言十 180 18 25 6 3 52 28.8 

コノ内＝ノ、耳前ノ血流全部7延長シテ外頭静脈トナル場今IO例（望月10例，小河0例〉存スJレコトハ己＝

記載セり。其／他＝於テハ耳前／一部分ヲ受ケ入レテ以テ主幹ト人。

第2.耳前ヨリ来'9Jレモノト前顔面静脈或ハ蹟下静脈ヨリ来Fレモノト雨者ヲ合セ以テ主幹トナスモノ。

望万 120伺tl 0右14例左14例平右 4伺j 左 8例計40例 33.il;-;;

小河 60 

言1・ ISO

10 

24 

7 

21 

4 

8 

4 

12 

25 41.6 

G.5 3G.1 

而シテコ／［療所j顔面静脈E,lt－＇、頗下静脈ヨリ来 Jレ静脈ハ耳前ヨリ来Jレモ／ヨロ小ナJレカ略々同大＝テ之ヲ

越ユノレ事アノレモ其／差著シカラズ。 65例（望月40例，小河25例）中7例（望月2例，小河4例〉＝於テノ、前顔面

静脈ノ関口ガ2分セラレ1ノ、前頭静脈トナリ他ハ外頚静脈／起始トナノレ。 2例（望月1例，小河l例）ユ於テノ、

自if顔面静脈ガ2分シテ1ノ、顔面深タ翼状静脈叢＝入P込ミ他ハ通常／経過ヲ取リ下顎骨基底ヲ越エテ外頚静

脈＝入ル。 2例（望月2例， 4、I可｝）ユ於テハ頃下静脈ヲ入lv0 }8例（望月4例，小河14例）＝於テハ主流ト A Fレ

2傑（耳前ヨリ来ルモノト前顔面静脈）ノ外ュ後耳静脈ヲ入Jレ。 ~p チ此 11努ハ外頚静脈ハ3傑 I j怪始ヲ有ス。

第5 耳前ョリ来Fレモノト後耳静脈或ハ王手下腺静脈ヨリタIVレモノノi有者ヲ以テ主幹トナスモノ。

望月 120例 8 右12例左 8仰l ♀右 4例左 3~J 計27例 2'.l.G~；；

小河’ 60 7 3 2 4 16 26.6 

~t ISO rn 11 6 7 43 23.8 

後耳静脈＝シテ｝＼.ナル直径7有スルモノアリト雄モ何レモ耳前ヨリ来ル静脈7越ユノレコト無ク之ト略同

7－.ナリ。

4G例（望月27例，小河19例）』jll例（望月l例，小河0)：：.在リテハ後ヰ静脈ハ外頚静脈＝延長シ耳前ヨリ来

Jレモノハ前頭静脈＝移行ス。而シテ之等外頚静脈ト前頭静脈トノ問＝可ナ P太キ交通校7存ス。叉l例（望

月I例，小河0）ユ在リテノ、前額静脈ハヰ前ヨ P起リ分レテ2トナノレ，美内大ナJレモノハ同静脈／延長＝シテ

紛々小ナルモ／ノ、外頭静脈トナノレ，而シテ外頚静脈ハ耳下腺ヨリ来ル小ナノレ支流ヲ受ク。

第4・耳前ヨ P主流ヲ告をス，此主流／；外＝前頭静脈ヨリ著明／流入枝ヲ容ル。

望月 120j~J 0右 2例左 41JIJ 平右 1伊j 左 I仰j 計 8仰tl 6.G;-,.; 
づ、 I可 60 。 。

“ 
。 3 5.0 
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計 180 2 6 2 I 11 G. l 

コノ l対5例（望月3例，小河2例）ハ＂＇＇頚静脈ト略岡大ナ後耳静脈，或ハ断 I顔面静脈ヲ入Yし故＝此際ハ3111iノ

起始ヲ有ス。

第5,3傑／起始7有スルモノヲ集ムレパ上記第2/ 17例（望月4例，小河13例）及ピ第4/6例（望月3例，小

河3例）合計23例7費支 7。.6. 外頭静脈ヲ絞議ス Jレモノ：或ノ、胸鎖乳様筋／外側面＝於テノミ小符脈トシテ僅ニ l~ メ得Jレモノ（耳前

ヨリ来ルヤ否ヤモ不明〉或ハ存在不明ノモノ。

草月 120例 Z右 4伊J左 2例♀右 0例左 1例計 7例 5.8%

べl、河 60 1 。 。 2 3.3 

n iso 5 3 o 1 9 5.o 

2 ノ内1例（望月I例，小河0)＝於テハ金ク外頚静脈ヲ依キ後耳静脈ハ胸鉄宇L機筋／；外側ヲ下行セズシテ

耳下ヲ前進シ線、顔面静脈ト共＝内頭静脈＝入Pレ。

之ヲ要スルー上記外頭静脈ノ i巴始トシテ種々 J形態ヲ存スレドモ耳がi静脈交曾ハ外頭静脈／

主幹ヲ出スコトニ於テハ重要ナル地位ヲ占ム，然レドモ勿論之レノミヲ以テ外頒静脈ノ費源地

トハ 4ヒ難シ。

外顕静脈ノ経過

外涜静脈ハ共超始ヲ2ク成或ハ3タ所ヨリ瑳スル時ハ屡々胸鎮乳椴筋ノ外側面ニ於テ H康ニ合

セズシテ2僚ヲ以テ粧過シ同筋ノ後縁或ハ之ヲ去リタル後ニ於テ合 シテ1僚トナ Jv，或ハ合セズ

シテ関口部ニ於ナJレ種々ノ形態＝終Jレ。然レドモ未グ著明ナJレ3僚ヲ以テ経過スル例ヲ見ズ。

耳前ヨリ護ス Jレ起始ハ胸鎖乳様筋ノI計l縁ト交叉スルニ至Jレ迄耳下腺＝依リア包？レ他／起k台i静

脈ト共＝胸鎖季L様筋外側面ニ於テハ其11際，或ハ2fJ傑タルトニ論ナク共ニ常エ洩頭1筋膜及ピ潤頭

筋々繊維ヨリ覆ハレ之ヲ越エテ夏ニ皮下外居エ出ズJレモノ 1例モ無シ。今胸鎖乳様筋外側副ニ

於テ211際ヲ有スル例ヲ起始ニヨリテ次ノ如ク分類ス。

(l) 起始第2, ~~チ耳前ヨ H 来Fレ静脈ト前顔面静脈ョロ来Jレ静脈ト／ 2傑ノ場合3

Zl 月 1201Jlj 0右 7例左 6伺j ♀布 O例左 1例計14例 11.6%
小河 60 4 4 2 2 12 20.0 

言1・ 180 11 10 2 3 26 14.4 

(2) 起始第4，卸チ耳前ヨリ来Jレ静脈ト前頭静脈ヨり来ル静IJJi1トノ2f1探ノ；場合。

望月 120例 8 右 l例左 5例中右 1例左 O例計 7伊~ 5.8% 
小河 60 1 3 2 0 6 ]0.0 

百十 180 2 8 3 0 13 7.2 

(3) 1 ｛際ハ耳前ヨリ下 9,jjUPテ前顔面静脈ト合シタルモ／，他／ I｛康ハ後耳静脈ノ延長トシテ下行シ

? Iレモ／ナリ。

望月 120例 S右 0開左 1例中右 0例左 0例計 I例

小河 60 0 0 0 0 0 

言f ISO 0 1 0 0 I 

(4) 耳前ヨリI傑ノj匙始71'{シテドfrスJレモノナレ F'モ其経過11J胸鎖札機筋ノ：外側面＝於テ裂閲（長サ
井戸＇J5cm）ヲ生ジ相接スJレ2j際ヲ作ノレ。



小河日本人／頚静脈 835 

望月

小河

計

120例 5右 0例左 O例宇右 1仰j 左 0例計 1例

60 1 0 I 0 2 

180 I 。 2 。 3 

其f也胸鉄乳様筋ノ：外側面＝於テ初メ＂＇ 9 I際ノj巴始ヲ有シテ1傑ノ経過ヲ成スモ／＝就テハ云フベキコト

ナシ，起始2fl際ヲ有スノレ例＝於テノ、耳前ヨリ来Yレモノガ前顔面静脈或ハ前頭静脈ヨリ来ル静脈ト合スノレ位

置P 或ノ、高ク胸鎖乳様筋ノ前線ノ上＝於テシ或ハ低ク同筋／後縁ノ下ェ於テス，又胸鎖乳様筋ノ外側面ヲ

F行スル＝蛍り lf1探f場合及ピ2f探ガ筋ノ下縁＝於テ低ク合シダル場合ハ経過直＝シテ旦後方＝在リ，筋ノ

上縁ニ於テ高タ合シタノレモ／ノ、之＝反シテ多少ノ轡曲ヲ墨シ且其位置粉々前方ニ在リ。

外頭静脈ノ開口

外頭静脈ノ関口スル幹一静脈ノ、鎖骨下静脈及内頭静脈ノ雨者ヲIHデズ。

第l 外頭静脈ヵ・内頚静脈＝関口スル際＝ハ初メヨリ lf！探ノ経過ヲ取Jレモノノ、勿論，2f探ヲ以テ下行スル場

合＝於テモ必ズ 1f策＝合シテ以テ胸鎗乳様筋ノ中央以下ノ高サユ於テコノ；筋／後縁ヲ；邑グノレヤ直チ＝内縛

シテ内頚静脈＝注グ，而シテ関口部ユ於テ分裂シテ2f際トナり或ハ烏ヲ形成スノレ等ノコトナシ。

望月 120例 8右 5倒左6仰j 中右 1WJJ 左 3例計15例 120%

小河 60 4 2 I 1 8 J:l.3 

言一「 180 9 8 2 4 23 12. 7 

外貌静脈ガ2枝＝分レl枝ハ鉄骨下静脈他ハ内頚静脈＝入3レモノ。 Bruno ／ 調査成績ト比較スレパヲヒ／知

シ。

Bruno 100例

望月 120例

小河 60例中3例

10% 

O ；，＞~ 

5% 

第2.鉄骨下静脈＝入ル場合ハ前者ト異ナリ外濠静脈ハ分裂シテ2f1探トナリ 3f康トナ P或ハ烏 7形成シ叉

肩1甲舌骨筋ノ内側7経．或ハ外側ヲ走リ一方銭骨上寓ノ他／静脈／参加スノレアリテ複雑ナノレ形態ヲ現ス，而

シテ外頚静脈／鎖骨下静脈＝入Jレ場合ノ、殆ド常＝鉄骨下静脈ト内頚静脈トノ合合部或ハ之＝甚ダ近ク鉄骨

下静脈ユ関口シ曾合部ヲ去ノレコト遠キモノヲ見ズ。又前記倫中国~Ji ノ胸銭乳様筋＝接近交通セル筋聖書種／場

合鉄骨トi曾帽筋附着臆トノ間際ヲ深部＝入Jレ外頚静脈ハ内頚静脈＝入ラズシテ常ニ鉄骨下静脈＝関口ヲナ

〈。今之等／部類＝属スル150:）例（望月103例，小河52例）／：外頚静脈関口部ノ形態7分類スレパ夫ノJmシ。

英）.主幹ハ分裂セズl脚 7以テ肩』甲舌骨筋f：外側ヲ過グJレモノ。

望月 120例 8右 6例左 6例♀右 4例左 6例計22例 18.3ヲ4
4、t可 44 .) :) 5 4 19 43.] 

言十 164 11 11 9 10 41 '..':).0 

コ／内l例（望月1例小河0）ノ、外頚静脈甚ダイ、ュシテ頚横静脈／媒介＝ヨリテ鉄骨1、静脈＝入ル。

英2.主幹ハ分裂セズ1脚 7以テ肩押舌骨筋ノ内側ヲ遁ノレモノ。

望月 120例 8右 9例左13仰j ♀右 O測左 0例計22例 18.3%

4、t可 44 3 1 0 0 4 9.0 

言十 164 12 14 0 0 26 1-).8 

英5・分裂シタル2脚ヲ以テ肩押舌骨筋ヲ内外ヨリ侠ムモノ．此際内脚ハ曾令部，外脚ハ之ヨリ多少荷量レ

テ鎖骨静脈＝入ル。

望月 120例 8右10例左 5例平右 71Jlj 左 2WJJ 計24例 20.0;-;;

小河 44 

言t 164 11 

唱
E
A
n
h
vA』

2 

9 

。 4 9.0 

28 17.0 ‘’ ・4
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英4.分裂シタノレ2湖ハ肩』甲舌骨筋ヲ挟マズシテ筋ノ：外側ニ在リテ或ハ再ピ合シ或ハ同時品開口シテ島ヲ

形成スルモノ。

コノ：場合，烏ヲ閤ム2脚ヲ前弓ト後弓トノ2ツー分ツ。

望月 120例 8右15例宏15例平右 3例左 2例計35例 29.1%

4、I可 44 1 4 1 3 9 20.4 

百十 164 16 19 4 5 44 26 8 

以上第1及ピ第2ノ各種7合セテ162例（望月118例，小河44）トナノレ。即チ7'Wf1（望月5例，小河2例）ハ先＝外

羽静脈トシテ胸銭乳様筋ノ：外側面＝於テ小静脈トシテ辛ウジテ認、メ得ノレト見倣シタノレモノナレドモ開口部

＝於テハ明ヵー其形態7観察シ得タノレモノナ y0 .'.it 2例（望月2例，小河0）ノ、会ク不明ユシテ上記分類＝入

フズ。

上記ノ分類例数ヲ通覧スルニ外頭静脈ノ開口トシアハ鎖骨下静脈或ハ之ト内頚静脈トノ曾合

部ヲ以テスノレヲ通則トスペク且ツコノ揚合主幹1脚ヲ以ア入Jレモノヨリモ分裂シア 2脚トナリ

或ハ島ヲ形成シテ閉口スルモノヲ多数トス。帥チ72例（望月59例，小河13例），全教ノ43.9%

（望月49.1%，ノj、河31.8%）ヲ敷フ。鎖骨下静脈ニ入Jレモノ， 66.6%（望月57.1%，小河29.5%）ヲ

敷フ。又向上1脚ノ揚合及ピ2脚ノ揚合ヲ通ジテ肩肝古骨筋ノ内側ヲ過ク’Jレモノ 54例（望月46fJIJ,

小河8例）印チ全教ノ 32.9%（望月38.3%，小河18.1%）アリ。之注意スベ、キコトナリ。然レドモ鎖

骨－F静脈ニ入Jレモノノ全瞳ヲ週ジア外頭静脈ハ肩脚古骨筋f外側ヲ過クソレヲ多数トス。

113例（望月81例， 67.5%。小河32fJIJ,72.6%) 68.8%アリ。

外頭静脈全開トシアノ形態

前記蓮始，経過及ピ開口ヲ通クア全閣トシア／外顕静脈ノ形態ヲ通覧ス Jレニ超~fl，経過及ピ

開口各々ノ形態ノ組合セニ依リア甚グ多数ノ種類ヲ匝別スルコトヲ得。而シテ左右合セア180例

ノ内全ク同様ノ形態ヲ有スル例ハ甚グ少ク，検：本ヲ異ニスJレ揚合及ピ同一標本， gpチ／，：.右筆守備

ノ揚合ヲ合セテ最モ多数／；揚合ニ於テスラ20例， 11.1%（望月13例， 10.8%。小河7{71], 11.6%) 

ヲ越エズ。望月氏ノ 31種ノ軍簡ナル模型ヲ閉口形態ニ従ツテ分類ス ｝J.,時ハ毛穴ノ如シ。

第 1内頚静脈ニ入ルモ／ノ形態 小河 2 1 0 0 :1 

I.耳前ヨ H後スルlf探ノミヲ有スルモノ。 計 4 1 0 1 6 

望月 8右I例左2例 平右0例左1例計4例 4.胸銭宇L様筋外側面品於テ耳新l及ピ白ij顔面静脈

小河 。 。。 1 
言1・ I :1 0 I fl 

2.耳前及ピ後耳殻静脈ヨリノ2起始7合シテ1f探

ヲ以テ下行スルモノ。

望月 Z 右2例左1例♀右0例左1例計4例雨側.~ 1例

小河 0 0 1 1 2 ♀1例

言1・ 2 1 1 2 6 

・耳前ト商l顔面静脈ヨリノ271』シテ1傑7以テ

下行 7-）レモ／。

~Jl s右2例左0例中右0例左1例計：1例爾側01例

ヨリノ2fl探ヲ有スルモ／ n

望月 6右0例左1'911 ~ 右OjJ!J 左O例計1伊j

小河 2 1 。。 ” ・：，
言十 2 2 。。 4 
5 胸欽乳様筋外側面＝於テ耳前及ピ自iJ顔面静脈

ヨP愛スル1f策ト後耳静脈／下行スルIf深ト／2f策7

有スルモ／。

望月 Z右0例左l'Wfl 宇右0例左0例計I例

小河 。 。 。 。。
言T 。 1 。 。 1 
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6.前頭静脈ヨリ俊λJレ1傑ヲ布スノレモノ。 小河

望月 色右0例左l伊j ♀右O例左O例 言1・1例 計

小河 0 0 0 0 0 

言十 0 I 0 0 I 

、7.耳前ヨ 9＊＇レ Ii康ノ；外＝前頭静脈ヨリ後シテ

鎖骨下静脈＝入ル1形 7具有ス1レモノ。

望月 Z布。例左1例宇右O例左O例計l~J

d、河 0 0 0 0 0 

言t 0 I 0 0 I 

第2.鎖骨下静脈＝入ル外観静脈＝シテ関口部品

於テ分裂セズ1脚ヲ以テ肩』甲舌骨筋ノ；外側7過グノレ

モノノ形態。

1) 耳前ヨリノ1傑ノミヲ有スJレモ／。

望月 8右九例左0例宇右1例左1例計5例

小河 ・》・4 2 。
言十 5 2 1 2 10 

2) 耳前ト後耳殻静脈ヨリノ 2起始／合シタJレ1

f探7有λyレモ／。

望月 8 右O例左2例平右1伺j友2~1 n5例雨側♀1例
小河

計

4 1 0 2 7 ol 

4 1 4 1 :l 

:I) 耳前ト前顔面静脈ヨリノ 2起始ノ合シタノレ 1

保7有スルモ／。

望月 8右0例左1例♀右11列左2例言t4例雨側♀1例

河

計

2 0 

2 1 

0 :l 

:l 2 7 

4）胸銭乳様筋外側面＝於テ耳前ト前顔面静脈

ヨ9＂＇ミJレ21（華ヲ有スJレモノ。

望月 8右3例左I例9右0例左2例計6例爾側占1例

小河 1 I 1 4 0 1 

言1・ 4 2 1 3 10 

5) 耳前ト後耳静脈トヨリ来ノレ1傑ト前頭静脈ヨ

9 EまスノレI傑ト／ 2傑7胸銭乳機筋外側面＝於テ冶・
，，，，レモノ。

望月 色右O例左1例平右1例左1例言十3例

小河

計

。
。
。 。

・》
~ 

第3，前記＝反シテ肩』甲舌骨筋ノ内側7過グJレモ

ノノ形態。

1）耳前ヨリ1探ノミヲ有スル毛／。

望月 色右1例左4倒平右0例左Of開j 計5例

837 

1 

2 

0 

4 

I 

6 

0 ・ 0

0 0 

2）耳前ト後耳殻静脈ヨ日ノ 2起始／合シタ Jレ1

r-u 

f策ヲ有スJレモノ。

望月 5右3伊j 左11担j ♀右0例左0例計6例

小河 I 。 。 。 I 

言十 6 1 。 。 7 

3) 耳前ト前顔面静脈ヨリ I2起始／合シタル1

傑ヲ有スyレモ／。

望月 る右0例左4例中右Ogtj 左0例 計4例

小河 。 。 。 。 。

計 。 4 。 。 4 

4) 胸銭乳様筋外側面ユ於テ耳前ト前顔面静脈

可リノ2f集ヲ有λJレモノ。

望月 8右l例左2例 ♀右0例左0例計3例

小河 。 1 。 。 1 

計 1 ．白＞・ 。 。

5) 胸鉄字L様筋外側面＝於テ耳前ト後耳静脈ヨ

リ来Jレ lj1熊ト前頭静脈ョ 9~ スノレ 1ft草トノ2j祭ヲ右ス

ルモ／．

望月 5右0例左l例 平右0例左Of吋計1例

小河 （｝ ｛｝ 。 。 。

計 。 。 。

6）胸鉄乳様筋外側面＝於テ耳前ト前頭締脈ト

ヨリ来Jレ21探7有 ;t.Iレモん

望月 S右l例左1例中右0例左O例計2例

小河 。 。 。 。 。

言f I 。 。 2 

7）静脈小＝シテ其ノ関口部＝於テノミ明瞭ナ

Jレ形態7認メ得Jレモノn

草月 S 右l~J 左0例 平右0例左0例 計1例

小inJ 。 。 。 。 。

計 。 。 。

第4.断I問機鉄骨下静脈＝入ル外頚静脈品シテ分

裂シタル2脚ノ、肩脚舌骨筋ヲ内外ヨリ挟ムモ I/jf主
I 

4 
態。

1) 耳前ヨリノ；起始1傑ヲ有スJレモノ。

望月 8右7gtj左3例♀右2例左1例計13例雨側ol例

ペl、t可 1 1 1 0 3 宇1

言十 8 4 3 I 16 

2) 耳前 F後耳数静脈トヨリノ2起始／合シFJレ
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1 f~医ヲ有スルモ ／。 4) 耳前ト後耳殻静脈ヨリ来ルモ／ /If廃品会シ

ィ、河 。 。 。
望月 S右2例左1例♀右3例左0例 no例 テ下行スルモノ。。 望月 8右3例左1伺j 平布l例左0例言N例。
計＇.！ I 3 0 6 

3) 前者／起始＝夏ユ前顔面静脈ノ加ハリタ Jレ

毛／。

小河 。。 。 。。
言t 3 1 1 0 5 

5）胸鎖乳機筋外側面＝於テ前者ノJmキ起始ヲ

小河 。 。
望月 S右O伊j 左1例早右2例左O例計3例 有スJレI係／；外＝夏＝前顔面静脈ヨリ来Jレ1傑トep。 チ2j探7有λ ノレモノ。。 。
n o 1 2 o 
4) 耳ftiJト直；iJ顔面静脈ヨリノ 2起始ノ合シタル1

1集ヲ有スルモ／，、

望月 る右0例左O例中右0例左1g!J 計1伊J
小河 。 。 1 。
言十 。 。 1 I 2 

5) 後耳鍛静脈ヨリ小静脈／；来Pレモ／内

望月 S右1例左q例 中右0例左O例計I例

小河 。 。 。 。。
言f 1 。 。。
第s.分裂シ 91レ2脚J、再ピ令シテ烏ヲ形成シ肩
nrr舌骨筋ノ外側7i邑リテ鉄骨下静脈＝入ル外頚静
脈／形態。

I) 耳前ヨリノj包始If策7有スル毛／。

望月 8右4例左9例中右0例左0例計13伊j爾側c.1例

小河 。 。。 I 
言十 5 。。。14 
:2) 瓦前ト前顔面静脈ヨリ＊＇レモノノ 11燦＝合シ

望月 8右lj殉左0例♀右0例左0倒計1例

小河 。 。 。 I I 
百十 1 。 。 2 

6) 耳前ト前頭静脈ョ P来JレモノノIf策ニ合シテ

，，.行スルモノ。

望月 8右I11lJ 左0例 平右0倒左0例計l例

小河 1 。 。 。 I 
計 2 。 。 。 2 
i) 耳前及前顔面静脈ヨリノj包始ハ1傑＝合セズ

シテ綱H艮ヲ形成スノレモん

望月 6右1例左O例♀右0例左0例計1例

小河 。 。 。 。 。
計－ 1 。 。 。
8) 両1iJ頭静脈ヨリ来ル外＝耳前ヨリ＊リテ直接

内頚静脈ニ入りテ2形ヲ有スJレモノ，、

望月 8右O例左l1'fJ 宇右0例左0例言十1例

小河 0 0 0 0 0 

百十 0 1 0 0 I 

テ下仔スルモノ。 以上ノ外2外額絡脈ヲ全ク鉄タモ r。

望月 8右4例左4例♀右2例左2例言1・12例雨側0l例 望月 5右0例左O例♀右0例 ;ttl例計1例

づ、河

言十

1 平1

5 5 

0 2 4 

2 4 16 

a) 胸銭字L機筋外側面Iユ於テ耳曲1iJト自lJ顔面静脈
ヨリ来Jレ2傑ヲ有スyレモノ。

ミ室月 8右1例左0例 ♀右0伺j 左0例計1例

小河

計

0 

1 

1 

1 

。
。
。
。

小河 0 0 0 

言t 0 0 0 

外窺静脈有無不明ノモ／。

望月 5右0例左1例平右0例

0 0 

1 1 

左0例計1例。。
0 1 l 

2 

小河

百十

0 

0 

。
。 0 I 

)t上記第I/7 ~、第5 ノ 8 ト重複 λ 。

Brunoノ外預静脈ニ於ク JI-調査成績トノ比較

A 外頭静脈ノ起始

1) 耳前／ミヨリ来Jレ1傑

Bruno 23.0::;; 

25.0% 墓月 120 A
リ
A

リリ

小 河 60 17 28.3~；； 

計 180 47 26.1% 

2) 耳前ト前顔面静脈ヨリノ2f策7合ス。
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Bruno 32.0% 3) 前顔面静脈ト後耳穀静脈ノ2f集7合z。

望月 120 :38 31.6°b Bruno 32.0% 望月，小河本例ヲ見ヌt。

小河 60 14 23. ：~% 4) 後耳殻静脈（或ハ後頭静脈）ノ；延長。

~t 180 52 28.8% Bruno 6ラ4 望月， d、河本例ヲ見ズ。

B. 外頚静脈ノ開口

1）鉄骨下静脈ユ入ル。（望月氏及ピ余／場合＝ 望月 120 1弓 12.5% 

於テハ鎖骨下静脈ト内頚i静脈ト／曾合部ュ入ルモ 小河 60 8 13.3% 

／ヲ含ム．） 計 180 2:1 12.7% 

Bruno 7.).Qq,; 

望月 120 ］（山 87.0% 

4、河 60 乃2 86.6% 

計 180 J:i7 87.2% 

2) 2伎ユ分レ I枝ハ鎖骨下静脈他ハ内頚静脈ユ

入Pレ。

o
 
n
 
u
 
，‘
 1
 
1
 

10.0a.; 

望月 120 。 00% 

小河 60 :I 5.0% 

計 180 3 1.6% 

但シ望月，小河＝於テノ、内額静脈＝全i流ヲ注グ

モノ。

：；） 新j顔面静脈＝入Jレ。

Bruno 5%, 草月，小河本例7見ズ。

4) 閉口ノ際叢7作ノレモノ。

B1uuり 4%，望月 ？，小河 ？。

望月氏及ピ余ノ所見＝於テハ島ヲ作ノレモノの 2脚

ヲ以テ肩』甲舌骨筋7侠ムモノ向 島ノ後弓＝後頭皮

下静脈，頚横静脈及肩』甲様静脈／入Jレ場合。 2脚ノ

筋内餌.IJ脚＝後頭皮下静脈及頭横静脈／入Jレ揚合。 2

脚ノ；筋外側脚ユ肩』甲様静脈ノ入ル場合等種々ノ形

態アリ。

5）鎖骨7越エテ頭静脈ト吻合7瞥ムモノ。

Bruuo 90%，望月；l.九%， 1J、河不明。

血管ト紳経トノ闘係

A. 迷走神経ト締頭動脈及ピ内頚静脈トノ閥係

1) 迷走神経ノ主幹ガ甲状軟骨／高サヨリ胸腔内＝入ノレ7デ雨血管ノ前方 7下行λJレモノ門

望月 120側 8右 1例左 1例早右 o；河左 O別計 2例 l.6%
小河 60 0 2 0 0 2 3.3 

言t 180 1 3 0 0 4 2.2 

2）迷走神経・／主幹ガ甲状腺下部ノ高サヨリ著明＝前方＝現Yレルモノ。

望月 120例 5右 3例左 3例♀右 2WJJ 左 1例計 9例 i.5%

小河 60 2 1 0 l 4 6.6 

計 180 5 4 2 2 i:; 7.2 

B. 7雪下前11経ト締頚動脈及ピ内頚静脈トノ閲係

本関係＝就テハ望月氏ノ、調査セザ Pキ。余ノ調査セシ60例＝ヨレパ舌下神経ノ、総テ線、頚動脈ノ：分岐部近

ク＝於テ縫頚動脈ト内頚静脈トノ間ヲ経過シテmチ機頚動脈ノ；外面＝シテ内頚静脈／内面7経過ス）二腹
顎筋ノ下線＝沿Yテ横走セリ。

第7章前頚静脈

起始

小静脈ヲ以テ同時ニ2ク所或ハ3ナ所ヨリ源ヲ護スJレヲ以テ普通ナリト維ドモ煩雑ヲ避タ主幹

ノミニ就4テ観察分類セリ。
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第l 頗及ピ頓下部ノ：表層ヨリ＊＇レモノ。

望月 120例 8右121§JJ 左11例中右 1例左 3伺j 計27例 22.5%

ィ、 t可 48 7 4 。 2 13 27.0 

言十 168 19 15 ，》 40 2;J.8 

第2.鰐，，.腺或ノ、蹟下静脈ヨリ来Jレモノ。

望月 120例 5右 9例左 9例中右乃例左 2伺j 計23倒 l!l.1%

小河 48 3 3 2 。 8 16.6 

言十 168 12 12 5 2 :n 18.i) 

Bruno （自lj!.1j静脈Ij起始第l，第2雨者ノ：和〉 97.0% 

第3.前顔面静脈ヨリ来Jレモノ n

望月 120例 8右 21§11 ft 8例平右 7例左 3例計20例 16.6%

小河 48 4 4 2 2 12 25.0 

百十 168 6 12 !) ，】 :12 rn.o 

Brnnυ 3.0% 

第4，耳断l静脈交舎ヨ P来Fレモノ。

望月 120例 6右 2例左 2例中有 5例左 0術計 9例 i.5% 

小河 48 3 5 1 3 12 2:'i.0 

言1・ 168 5 7 6 ;J 21 12.5 

ヨノ内4例（望月 4例，小河O）~、耳前静脈＇ ·主流ヲ延長セ Jレ形態 7有ス Jレヨト前漣／知シ。叉17例（望月3

例，小河12例）ノ、耳前ヨリ来Jレ後顔面静脈或ハ外頚静脈ノ一部分ヲ取リ容レテ以テ主幹トス。

Brぃno 記載ナシ

.5.舌骨角n付近深部ヨリ来Jレモノ。
望月 120例 5右11伺j 左 5伺j ♀右り例左 O例計16例 13.3%

小 t可 48

計 168

Bruno 

0 

11 

1 

6 

ゆ-
・》
“ 

。 3 6 •> 

。 19 11-.3 
記載ナシ

第6.前頭静脈／続行λJレ下脚7fi草＝認パルレカ或ハ存在不明／モ／。

望月 120例 Z右 4例左10例中布 2例左 9例計25例 20.8%

小河． 60 ; 》 ・3 1 1 12 20.0 

百十 180 9 15 :3 10 37 20.5 

l:lnmo 記載ナシ

経 過

自IJ頭部脈ハ上脚印チ下行部ト下脚帥チ横行部ト J2部分エ分ツコトヲ得＝下行部，起始ヲ耳前

静脈交曾ヨリ取ル時ハ其ノ経過JゆH~i シ且胸鋭、乳様筋ノ前線ニ接着シ或ハ離レテ之ト平行ニ下

走ス，共他ノ起始ヲ有スJレモノハ多ク正中線ニ向ツア近ヅキ種々ノi吉iサヨリ直下シ或ハ粁曲下

行ス頗及碩下部／ ；友居ヨリ表Jレモ Jハ澗頭筋ノ；外側皮下ヲ走Jレコトアレドモ僅少ノ領域ニ過ギ

ズシテ大部分ハ調頚筋及海頚筋膜ニ依リテ被ハル。悲＝注意スペキハ左右ノ胸鎖乳様筋ニ依リ

テ境セラ Jレ、前頭部ニ於テ前頭静脈ノ主流骨 Jレト副流タルヲ問ハス・li'明ナ）t..太サ（直径3-

8mm）ヲ有スル静脈アリ，今共存在スル敢ニ依リテ次ノ 3種ニ匝別ス。
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ィ. 1傑ノミ 7有スJレ例

望月 60健 5惚 8.＇＇。＂｝｛，

小河 24 。 。ラ4
員十 84 5 58% 

ロ． 2j探 7~白 λJレ例

望月 60惚 10慌 Hi.6ヲ6

小河 24 10 41.6% 

n 84 20 23.8% 

ノ、.3fl探ヲ有スノレ例

望月 60鰭 3健 b予4

小河 24 50 % 

gt 84 17.8% 

"'・ 4傑7有スJレ例

望月 60惚 0憾 。%
小河 24 2 8.3% 

計 84 2 '.l :l?o ノ

横行部，垂直或ハ斜傾シア下行セル下行部ノ、旗嵩ニ於ア直角或ハ鋭角ヲ以テ曲折シ横行部ト

ナリテ胸鎮乳様筋ノ内側或ハ鎖骨ノ後方ニ於ア共ノ関口ヲ求ム。而シ胸鎖乳様筋ノ外側ヲ横行

スルモノヲ見ズf。

前頭静脈ノ関口

1）外頚静脈＝入ルカ， )t，、外頚静脈ト同時＝鉄骨下静脈（或ハ之ト内頭静脈トノ舎合部）＝入ル揚合。

望月 120伺1 103仰a83.8% 

小河 50 8右16例左l7'[91j 平右 7例左 7例計47 94.0 

計 170 150 88.3 

Bruno 25 

2) 肩』甲横静脈ト合シテ同時＝鎖骨下静脈＝入lレ場合。

望月 120例 5右 3例友 0例♀右 l例左 O例計 4例

小河 50 2 1 0 0 3 

員十 170 5 1 1 0 7 

3) 1側／前頭静脈ガ他側ノ前頭静脈／横行部品延長関口スル場合。

望月 120'f9iJ 0右 0例左 2例平右 0附左 O例計 2例

小河 50 0 0 0 0 0 

言十 170 0 2 0 0 2 

4）前頭静脈ノ一昔E，、胸骨舌骨筋ヲ貫通シテ下甲状腺静脈ト合シテ左右無名静脈ノ合流部品入ル場合。

望月 120例 5右 1例左 O;J!J 平右 0例左 O例計 1例

小河 50 。 。 。 。 。
言十 170 1 。 。 。 1 

5) 無名静脈＝入1レ場合。

Bruno 25%，望月 0%，小河 0%。

6）不明／モノ。

望月 60別 計 8例
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小河；!O

計 VO

5

0

 

噌

A

第8章頚正中静脈

顕正中静脈ハ一般ユ前頭静脈ト匝別困難ナ ）I-揚合多シト記載ア Jレモ余ハ其唱始，経過，開口

二就テハ比較的明確＝調査スルコトヲ得タリ。

起 すfi

I) 畷下部表層ヨリ来リ直チー下行スノレモノ。

望月 記載ヲ見ヲピ

小 河 21惚 0 12 早 6 計18骨量

2) 膨下腺及ピ頗F静脈ヨ日始7 9舌骨或ハ甲状欲骨／前方ユ来リテ曲折下行スルモノ。

草月 記載ヲ見ズ

ィ、河

:.l）不明／モノ。

望月

小河

21健 0 2 平 1

記載7丸ズ

:JO健 0 7 y :.! 

経 過

l）正シク前頭音E正中線上7直下スルモノ。

2望月 60穂 0 () 

小河 23 0 

言十 83 0 

2) 悪質正中静脈ヲ依領セルモノ（不明ノモノ）。

望月 6＇＇骨量 る27

小河 23 1 

宇 0

0 

0 

♀10 

0 

10 言十 83 28 

3）省側＝偏スルモ In

望 月 60骨量 中 d0 13 

IL 

24 7 

小河

計

i;,; 

83 

。左側ニ偏スルモノ。

望月 60惚 9 2 己5

5 

10 4 

－， 
“ 小 河

計

23 

8:3 

言十 3惚

計 9飽

計 0憾。

計37惚

l 

38 

言十1時骨量

15 

31 

計 7健

7 

14 

瀕配中静脈ノ関口ハ望月民ト同様ニ顕静脈弓ニ入ル壬ノ 1例モナシ。前頭静脈ノ存スル揚合

ハ常エ之ト合シ共存セダル揚合直接横行シテ外頭静脈或ハ鎖骨下静脈ニ入ル。

第S章顕静服弓

頚配中静脈或ハ商ii頚静脈ハ各々外頭静脈或ハ共他ノ静脈ニ関口ヲ求 j，左右ノ連絡トシテ頭

1E中静脈或ハ部l顕静脈ガ曲折シテ横行セントスJI-角ニ於テ種々／形態ヲ有スル交通枝ヲ置ク，

gpチ望月氏ハ B.N. A. I 定義ユ従ヒテ左右ノ商ii~静脈ヲ連絡スル静脈ヲ以テ頭静脈弓トシ之
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ヲモ欠ノ如ク分類セリ。

第t.著明ノ連絡ヲナス毛／。

~ 月 60骨量 013 

小河

n 
24 

84 

16 

29 

第2・4、静脈7以テ僅カー連絡スルモノ。

’望 月 60骨量 023 

小河 24 。
百十 84 23 

第3. 存在不明或ハ会タ之ヲ扶タ毛／。

~月 60鰭

平6 計19健

8 24 

14 43 

♀8 計31惚

。 。
8 31 

0 9 平1

3I.6~b 

100.0% 

51.1% 

51.6% 

。ラ4
36.95-0 

計10健

小河 30 5 I 6 

言十 90 14 ~ 16 

843 

~n チ額静脈弓トシテハ上記第1及ピ第27遜ジテ左右兎ユ角連絡セ Jレヲ以テ遁則ト λ レドモ著明ニ現ルル

モノノ、43惚（望月19，小河24)51.1%ヲ鍛 7。

第10章内顕，静脈

望月氏ハ頭動脈寓ユ於テ内頚i静脈ニ内頭静脈把手ノ存在スルコトヲ護見セリ。其把手ノ上脚

ハ綿顔面静脈或ハ後顔面静脈ノ関口部叉ハ内煩静脈自身ヨリ始7 リ下脚ハ舌骨乃至喉頭車欣軟

骨或ハソレヨリモ以下ノ高サニ於テ内頚静脈ニ結ピ誌ニ裂隙或ハ構園形ノ島或ハ環ヲ形成ス。

而シテコノ把手ノ、通常古骨静脈，舌下神経随行静脈，上甲~犬腺静脈，胸鎖乳様静脈，後頭静脈

等ノ諸静脈ヲ取容レテ内頭静脈ニ選Jレ仲繕ノ役ヲ よス。今把手ヲタ；ノ如ク分類ス。

第I 前顔面古事脈ガ頚動脈寓＝於テ内頭静脈品入ラズシテ他ノ道ヲ行ク場合ニユテ把手ノ上脚ハ後顔面静

脈ノ｜期日部或ハ之＝近キ内頚静脈ヨリ起ノレモ／。

望月 120例 8右15例左20例 ♀右6g!J 左7例計48例 40.0% 雨側012例♀2例

小河 60 5 4 2 1 12 20.0 0 2 ♀O 

計 180 20 24 8 8 60 33.3 

第2 前顔面静脈が直接叉ハ緯顔面静脈7経テ内頚静脈品入Jレ場合＝テ把手ノ上脚ノ、総顔面静脈或ノ、後

顔面静脈ヨリ起Jレモ／。

望月 120列 3右21例左21伺j q 右4例左4例計50例 41.li ~b 雨側占 14例平 2例

小河 60 7 5 3 1 16 26.6 0 4 ♀1 

~t 180 28 26 • 7 5 66 36.6 

第5把手7扶クカ或ハ島若シクハ環ヲ存スレドモ上記ノk日夕検形的三現レザノレモ In

望月 120例 8右 9例左 4例 ♀右5例左 4例計22例 18.3% 雨側不明

小河 60 

2十 180

9 

18 

12 

16 

4 

9 

7 

11 

32 53.3 

54 33.3 

o7例♀3例

上記把手ハ通常外頚動脈及共分校動脈並ピニ舌下神経線ノタ j外側（表居）ニ位ス。然レドモ

上甲欣腺動脈，古下紳粧等把手ニ依リテ生ズJレ環ヲ出入スJレコトアリ。共ノ頻度ヲ示セパ宍／

如 シ。
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望月 ¥18(Jlj ι右l例左2例 ♀右0例 tc0例計3例。 3 l l 5・・・・ ・・血管
小河

27 1 。 l 。 2 ...…・・・・・赫経
言十 125 2 品 2 10 

第11章土中及下甲赦腺静脹

甲欣腺静脈叢ヨリ護ス ）~所謂甲欣腺静脈ハ多数アリテ左右封ヲナス静脈2（上及ピ中甲欣腺静

脈） ト正中ニtr:リア針ヲナサ，＇）~静脈1 < F甲欣腺静脈）トニ分ツ。

上甲 M夫腺静脈

甲扶腺ノ上部ヨリ上行 λ ）~静脈ニシア常ニ同名ノ動脈ト相伴フ。共関口ヲ求ムレパ

第 I 内額静脈把手＝入ル毛／。

望月 120例 8右30例左35例 中右10例左8例計83例 69.0%

4、河 60” 11 10 5 2 28 46.6 爾側071明j♀1例

言十 180” 41 45 15 10 J 11 61.6 

第 2 内im静脈＝直接＝入Jレモノ。
望月 120例 8右 7例左 5例 ♀右4例左3例計19例 15.8% 爾側c.1例♀1例

小河 60,, 3 同 2 6 18 30.0 C.2 平2， 

百十 180” 10 12 6 !) 37 20.5 

第 3 ＊患顔面静脈品入ルモノ。

望月 120例 8右4伊j 左3例 平右0例左1伺j 計 8例 6.6~~ 爾側C,2例

小河 60” 4 3 。。 7 iI.6 01 

言f 180" 8 6 。 1 15 8.3 
第4 内額静脈＝関口スル前顔面静脈品入ルモノ s

望月 120例 5布3例左1例 ♀右1例左0例百十5伊u4.1% 
d、河 60,, 。。 1 2 3 5.0 .爾側平1例

言十 180" 3 1 2 。“ 8 4.4 

第 5 後顔面静脈品入ルモノ。

望月 120例 8右O例左1例 中右1例左0例計2例 1.6%

小河 60” 3 1 。。 4 6.6 
言十 180” 3 2 1 。 6 3.3 
第 6 不明／モノ。

~月 120例 8右0閲左O例 中右3例左0例計3例 2.5%

小河 60,, 。。 。。。。
百十 180” 。 。 3 。 3 1.6 

中甲 M腺静脈

甲M腺側面ヨリ外側或ハ剥下方＝向ヒア内頭静脈ニ関口スル静脈
望月 120例 5右24例左14例 平布 6例 tc5例計49例 40.8% 雨側o9例中4例

ィ、河 60,, 7 12 5 5 29 48.3 c,5 平4

n 180" 31 26 11 10 78 43.3 



小河．日本人ノ額静脈 84;') 

下甲献腺静脈

叩欣腺下縁又ハ之ニ近ク起Jレ静脈ヲ綿稿シテ之ヲ下甲欣腺静脈トセリ，故ニ悲ニハ所謂晶下

叩欣腺静脈ヲモ合ム。下甲駅腺静脈ハ左右ノ無名静脈或ハ雨者ノ曾合部ニ入Jレ静脈ナリ。 （但

シ，内頭静脈ユ入ルモノハ下甲~腺静脈トシテ之ヲ取ラズ）遁常2僚乃至3fl傑ノ起始ヲ有スレド

モ開口ノ際ハ 111康ニ合スルアリ叉， 2僚， 3僚ヲ以テ開口ス Jレアリテ一様ナラズ次ノ；如ク分類セ

リ。

第 1 1傑 7以テ関口ス ルモ／~

望月 60惚 0 15 中日 百十18鰐ー :=10.0ヲ4

小河 28 0 11 ♀ 1 12 42 ・8~6

計 88 26 4 ao M.0% 

ヨノ内1例（望月1例，小河0).＝.於テハ布自由l無名静脈＝入Jレ。英他ハ縛テ左側無名静脈或ハ爾無名静脈J

曾合部品入ル。而シテ左仮Jj無名静脈＝入ルモ／ト雄モ多クハ曾合昔日＝近ク入リ左側鎖骨下静脈＝近タスノレ

モノ1例（望月1例，小河0）ヲ見9リ。

• 2 2傑7以テ関口 7.）レモノ。

望月 60償

小 t可 28

計 88

0 21 

4 

25 

ヨノ内2傑トモ左側無名古事脈＝関口スルモノ。

♀ll 

5 

16 

望月 010 ? 6 

河 。 。
~t 10 6 

左右／無名静脈.＝.1傑宛ヲ入ルモノ。

2墨 月 0 5 宇 3

河 。
~t 5 4 

lj恥、左側無名静脈他/lj1恥、曾合部＝入ルモノn

Z草月 0 6 平 2

河 4 

~t 10 5 

1 ［恥、右側無名静脈他／l傑ハ曾合部 lg!J

第 3 3傑7以テ関口 7.）レモ／ n

望 月 60骨量 0 9 中 1

河 28 4 2 

計 88 1?. 3 

ヨ／内ュ3傑／静脈ヵ・左側無名古事脈及曾合部品入ルモ／，

"fil 月 60穏 05 宇 1

小河

計

28 ・1・
8 

2 

・1・．， 

計32鰭

fl 

41 

計16例

。
Hi 

計 8例

I 

fl 

計 8例

7 

15 

計10例

6 

1G 

言十 6f開j

5 

11 

1傑ハ右側無名縛脈品111!/ 2傑ハ左側無名古事脈及舎合部＝入ノレモ／の

53.3% 

:{5.1% 

46.5% 

16.6% 

21.4% 

18 . 1 ？~ 
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望月

小河

計

60甥

28 

d
品

孟

噌

i

v

D

A
O
 

白
リ

A

V

A
リ

ga 
計4仰1
1 

5 

第 4 4傑ヲ以テ関口スルモノ平1例，望月之ヲ見ズ。

以上下甲状腺静脈ハ関口＝際シ左右無名静脈或ハ其／舎合部／上線＝直行スノレヲ以テ遁見ljトス。然レド、

モ胸腔内ヨ H来 Pレ胸腺静脈，心嚢静脈，上様隔静脈等ノノ｝、静脈ヲ』投容シ下甲状腺静脈ハ直下セズシテ左側

無名静脈前方ユ於テ蹄係ヲ作リテ（時トシテ綱眼或ハ叢＝近キ複雑ナノレ形態ヲナシテ）無名静脈／部l壁或ハ

下縁＝関口 λYレモノ。

。
10.0% 

。？五

望月

小河

60鰭

28 

0 6 

0 

宇 0

0 

．言t6伊j

言一「 88 6 0 6 6.8?0 

下甲状腺静脈ノljl策ノ、胸骨舌骨筋ヲ貫遜シテ右側前頭静脈＝関口スノレモノ。

望月 0 2 ♀ O 計 2~J

ィ、 t可 0 0 0 

言十 2 0 2 

右側前頭静脈ノ1分校ヲ容レテ共孟無名静脈曾合部＝関口スノレモ／。

望月 0 1 !j1 0 ・計1例

小河 . 0 0 0 

関口不明／モ／ 小河 2骨量，望月 ナシ

j二甲AA腺静脈ヲ除キ中及ピ下甲;!fk腺静脈ノ雨者ヲ合セテ無針ノー闇トシテ有ー在スル静脈J；敷

ヲ計算スルニ弐表ノ；如シ。

第 4 表

置出豆五； 例 扱l合計例扱｜緯計
望月 ｜｜河小 望月 ｜｜河小 例数

1炉場合 I1傑 I1傑｜ !) 

2傑 5 
I 21 I 12 I 88 

1~商店 1傑 7 

1探 1傑 2傑 2傑 5 4 

日炉場合 I2傑 2f~ 1傑 lj康 10 2 I 17 I 9 I 26 

3傑 3傑 2 曹‘’， 

4 j~ ， ~11- I出~l~：r:1：！~！・ I " 



1) 左右無名静脈／含合昔日前面＝入Jレモノ。

望 月 60側 c.（記載ナシ）
小 t可 2!) 21 

計 89

2) 右側無名静脈ノ中央前商品開口スノレモ／

望月 60側 0 0 

4、河 2!) 0 

百十

日） 1）ト2).1問ユ於テ関口スルモノ a

望月 60側 0 5 

4、 t可 2!) 1 

lit S:J 6 

不明ナノレモ .1ft 小河

847 

!)l.6% 

96.5% 

9::1.2% 

!"i.Oo;; 

0ラ4

3.3% 

日本人 J 頚静脈

三十.）［，

28 

8::1 

計：1

0 

♀（記載ナシ）

早：1

0 

小河．

11.6% 

:H% 

8.¥1% 

0・．， 

7

I

 

L
l
 
－”
 

8 

3 

中 2

0 

2 

。8!) 

1例（早），望月ナシ。4) 

左側内幸L静脈ノ閉口

左側内宇L静脈ハ縄テ左側鎖骨下静脈＝近ク左側無名静脈ノ下線二於テ関口ス。望月60側，小河28側（30

側中2自由l不明）

大ナ JI-幹静脈

上空静脈）ハ望月氏ノ記載セシ如ク極メテ一定ニ

第13章

幹静脈（内頭静脈，鎖骨下静脈，無名静脈，

シテ余モ共破俗ノ 1例ヲモ見ズ。

頚静服J大サ及ビ左右形態J比較

大サ（直径）ノ比較

内頭静脈ハ共注入シタルAA態ニ於テハ共中央以下ニ於テ紡錘iU¥J膨大ヲ現ス。而シア直径ハ

第14章

第1.

（／五右ノ内頭静脈ノ此部ニ於ア最モ大ナリ。内頭部脈ノ；最大径ト上空静脈ノソレト比較スルニ

計29例

12 

5例

4 

河

河

河

河

、
、
、
、

『
B
a

’14

ノ

ノ

ノ

ノ

24伺1

8 

日
川
日
川

H
A

日川

望

望

望

望

内大ナJレ方ヲ取レリ）

内頚静脈が上空静脈ョリ大ナルモ／

内頚静脈ト上空静脈ト同等ノモ／

内頚静脈ヵ・上空静脈ョリ小ナノレモ／

不明ノモ／

33 

gpチ41例（望月32例， 53.3%。小河9例， 30%）ニ於テ内頭静脈ハ上空静脈ト同等或ハ以kノ

直径ヲ有ス。上空静脈ヲ無名静脈（中央部ニ於テ計測）及ピ鎖骨下静脈（鎖骨下筋ト交叉スル部

6 

18 

3 

，ユリ

0
け

1
 

計71例

5 

6 

72 

5 

円

25例。
1 

4 

27 

。

河

河

河

河

河

河

ニ於テ計測）ト比較スルニ（左右ノ内大ナルモノヲ取レリ）

46例

邑

5 

4 

45 

5 

H
A
日川

H
A
H
A
日
川
日
川

芝

草

望

望

望

胡

岳

上空静脈ヵ・鉄骨下静脈ヨリ大ナルモ／

上空静脈ト鉄骨下静脈ト同等／モ／

上空静脈ガ鉄骨下静脈ヨり小ナルモノ

不明ノモノ

上空静脈が無名静脈ヨリ大ナノレモ／

上空静脈ト無名静脈ト同等ノモ／
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上空静脈ガ無名静脈ョ P小ナルモノ

不明／モ／

望月

望月

8 

3 

小河 1 

小河 2 

9 

5 

郎チ一般エ上空静脈ハ鎖骨下静脈及ピ無名静脈ヨリ大ナル直径ヲ有ス。外頭静脈ハ動物ニ於

7 ハ比較的大ニシテ内頭静，眠ト f 差少シ。余ハ雨静脈ノ犬サヲ比較セ ）~ ニ常ニ其差著シク数倍

ヨリ 10数fl}ニ及ピ時ニ外頭静脈ノ扶損セルコト有リ。叉前顔面静脈ガ外頭静脈ニ入ルコトハ動

物ニ於テ普通見ル所ノ形態ナリ。而シア人類ニ於テハ之ト同様ノ揚合＝於テモ向ホ内頭静脈ハ

外頭静脈ヨリ著シク大ナリ。弐ニ左右同名ノ静脈ニ就4テ共直径ヲ比較スJレニ．

りがl顔面静脈＝於テノ、t下欝骨基底探＝於テ測定〉

右側ガ左側ョ P大ナJレ毛／ 望月 24例

右側ト左側同等ノモノ

右仮uガ左側ヨリ小ナノレモノ

2) 前頭静脈＝於テノ、〈横行部ユ於テ測定〉

布側ガ左側ョリ大ナノレモノ

右側ト左領I］同等ノモノ

右側ヵ・左側ヨ P小ナルモノ

不明ナルモノ

望月 26 

望月 20 

蓮月 34例

望月 16 

望月 IO 

望月 0 

小河

小河

小河

小河

小河

小河

小河

10例抑制

9 35 

11 31 

11例計45例

10 26 

5 15 

4 4 

:I) 外顎静脈＝於テハ（胸銭乳様筋後縁＝於テ2傑モlj~＝.合シタル最大／直径 7有スル昔日分 7測定〉

右側ガ左側ョ H大ナJレモ／ 翼見 23例 小河 16例計39例

右側ト左慎lj同等ノモノ 望月 19 小河 6 25 

右側方・左側ヨリイ、ナルモノ 望月 18 小河 8 26 

4) 内頭静脈＝於テハ（前記最大ノ直径7有スル部分）

右側ヵ・左側ヨリ大ナノレモ／ 望月 41例 小河 22~ 計6:1例

右側ト左側同等ノモノ 望月 5 小河 2 7 

右仮uヵ・左tlllJョ9/j、ナノレモ／ 望月 rn 小河 6 19 

不明ノモノ 望月 1 小河 。 1 

5) 無名静脈＝於テノ、

右側ガ左側ヨ P大ナルモ／ 望月 rn例 小河 8例計21例

右側ト左側同等／モ／ 望月 7 小河 7 14 

右OOJガ左側ョリ小ナルモノ 望月 37 小河 15 52 

不明ノ毛／ 望月 、9， 小河 。 3 

上記／如ク一般ニ布側ハ左側ヨリ大ナリ。少クトモ内頭静脈ニ於クル幸子シキ差ハ偶然ナラず

Jレペシ。然レドモ無名静脈ニユ於テハ共闘f系金ク之ト反針ナリ。之ハ左側ノ無名静脈ハ色素注入

後胸骨柄ノタメニ歴迫セラレア其横断面ハ崩卒或ハ卵閲形ヲナシテ仏l定ス。市シア余ハ其最大

J上下縁ノ直径ヲ耳元リア比較シタJレニ由Jレナ Jレイシ。

第2. 左右無名静脈／：長サノ比較

測定ノ目標トシテ無名静脈ノ J：縁ヲ取ル場合ト下線ヲ取ル揚合ニ依リテ長サヲ異ニス。望月

氏及ピ余ハ最小ノ；長サヲ有スJレ上縁ヲ測定 セJレ数字ヲ以テ比較セリ。而シアJr.側ハ常ユ右側ヨ
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計15隠

lG 

1 

償
問

d

o

o

d法。

可

可

可

可

可

I

I

I

I
－
 

8穂

38 

12 

1 

目
川
目
川
目
凡
日
川
白
川

望

翠

望

望

望

リモ大エシテ

1. 左側ヵ・右側ノ2併ユ達セザノレ場合

2. 左側ガ右側12倍以上／：長サヲ有スルモノ

丸 同ジ夕日倍以上＝及プモノ

:l. 左目JJガ右側18倍＝相蛍スノレモ／

5. 不明ノモノ ‘， 

開口共他左右形態ノ比較

前顔面静脈ノ開口ハ頚動脈宵ニ於テ深部ニ入ルコトハ左右略同教ナレドモ綿顔面静脈ヲ

‘P 
“ 

遁則トシテハ2傍乃至31岳ノ大サヲ以テ左側無名静脈ハ右側無名静脈ヨリモ大ナリ。

第3.

1 

1) 

作Jレコトハ右側ニ多シ。左側ハ之ニ反シ直接内頭静脈ニ多ク入Jレ（第5表）。

右 主主

｜望

表5 第

言十

28回

17 

14 

2 

13回

11 

1 

" ;) 
0 

月｜小
15回

20 

16 

9 

2 

計

SS匝1
24 

12 

8 

4 

15回

6 

1 

1 

23回

18 

11 

3 

V. f. comヲ作Jレ

V. j. ext＝入Jレ

V. j. int＝入ル

V. j. ant＝入ル

耳前＝行 7

耳：前静脈交曾ノ形態及ピ其主流ガ何レノ静脈トナリア心臓ニ向フカニ開シアハtr.お大差

無シ（第6表，第7表）。

2) 

表6 第

計

耳前
A 26同 9回 3：）回 36回 I11回・ 5a回

B 8 。 8 2 1 3 
静 c 8 16 24 8 I 11 HJ 

p合脈"""' 、 D 13 4 17 12 1 13 

E －．， ， 1 4 2 。 2 

左

，q
 

月計

右

イ日川l望
型

望

表
一
一
｛

7 第

左右

｜望

ヰ爾膏藤英菅ョ
リノJ主流

計

40問

19 

，》

日

14回

4 

0 

2 

0 

26閲

15 

2 

<> 

言十

37回

31 

2 

5 

7回

15 

0 

1 

0 

30同

16 

2 

6 

V. f. post.＝入ル

V. j. ext.＝入Jレ

V. j. ant.品入ノレ

V. f. post.＝延長 1

V. j. ext.＝延長｜
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計'27

計31

小河 5

ィ、河14

望月22

望月17

右

右

外頚静脈ノ起始ハ

イ．単一＝耳前／ミヨリ主流ヲ起スモノ

tr. 望月17回小河 9 計26

ロ・耳前及前顔面静脈ヨ 9/ 2！康ヲ有スルモ／

左翼月24回小河11へ計35

ノ、．外頚静脈7依クカ存在不明ノモノ

左望月 2回小河 1

3) 

百十 6 小河 1望月 5右言t3 

百十11

計32

計12

百十20

計20

小河 5

小河13

小河 3

小河 3

小河10

望月 6

望月19

望月 9

望月17

望月10

右

右

右

右

右

言十12

計22

計 8

言1・36

計14

外頭静脈ノ関口ハ

ィ． 内頚静脈＝入ノレモ／

左望月 9回小河 3

ロ 1脚ヲ以テ鉄骨下静脈＝入ルモノ

左望月26回小河IO

（一一モ左翼月13回
肩脚舌骨筋／内側7遁ノレモノ

左翼月13回小河 1

ノ、.2脚ヲ以テ鎖骨下静脈＝入Jレモノ

左望月 7回小河 1

ェ. 2脚再ピ合シテ島ヲ｛和レモノ

左翼月11回小河 7

小河 9

4) 

言十11小I可2望月 9右計18

前頚静脈ノ起始トシテ前顔面静脈ヨリ来Jレモノ5) 

言十］;"j 小河 6望月 9右計17小河 6望月11回左

内頭静脈把手ハ望月氏ハ左右略同教ニシテ存在シ亦略同教ニ於テ之ヲ快ク．之ヲ扶クモ6) 

ノノ、

計27小河13右望月14計33小河20左望月13回

以上， Jr.右個々ニ就fテハ多少ノ差異ヲ見出セドモ著シキ費化有Jレヲ見ズ。然ラバ左右形態

ヲ同ジウスルモll1!Pチ左右相稿ノ有無ニ就テ如何ナル関係ニ置カル、カヲ観察センニ

自iJ顔面静脈開口ヲ左右同ジクスルモノ46腫（望月27韓，小河19樟）25.5%アリコノ中

計'21

言十1G 

言十 4 

計 3

計 2

12憾

5憾

1憶

1憾．

0憾

河

河

河

河

河

ィ、

小

9開

11穂

3憾

2穂

2骨量

H
A
H
A
H
A
H
A
H
A
 

望
望
望
翠
哲
一
一

イ．爾側トモ線、顔面静脈＝入ルモノ

ロ．雨側トモ外頚静脈ユ入ルモ／

ノ、．爾側トモ内頚静脈＝入ノレモノ

ユ・雨側トモ商IJ額静瓜＝入ルモ／

ホ．雨側トモ耳前＝行クモ／

1) 

2) 耳l~ii静服交曾ノ型ヲ左右同タクスルモノ 49韓（望月 33輯， 55.0%。ノj、河16腫， 53.3%）アリ。

コノ中

言十30

計 1

計12

鰹

憾

憾

。。ハり

n
E

河

河

河

22鴨

1骨量

4惚

H
A
目
A

H

A

襲

翠

翠

ィ．雨側トモA型ヲイ'f7.）レモノ

ロ．雨仮ljト毛B型ヲ有スノレモノ

ノ、．雨側トモC型 7~有スル毛／
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＝．雨側トモD型ヲ有スルモノ 望月 6骨量 小河 0惚 計 6

3) 後顔面静脈ノ開口ヲ左右同ジウスルモノ 45瞳（望月30鴨，ノj、河15間）50%アリ。コノ中

イ田雨側トモニ腹顎筋及室状舌骨筋／内側ヲ内頚静脈＝入3レモノ 望月2i穏 小河8骨量 計35

ロ・雨側トモ二腹顎筋及~状舌骨筋／内債ljユテ総顔面静脈ヲ作Jレモノ 望月 2穂 小河3骨宣 言l5 

ノ、．雨側トモニ腹顎筋及室状舌骨筋／：外側＝テ線顔面静脈ヲ作ルモノ 望月 1惚 小抑if4_穏 計弓

4) 外頚静脈ノ開口ヲ左右同ジクス Jレモノ22樫（望月1時豊，小河7輯）22.2%アリ。コノ中

イ雨側トモ1j~巨ヲ以テ肩1甲舌骨筋ノ外側 7過グJレモノ 望月 2骨豊 小河 4惚 計 6

ロ．爾側トモ11探7以テ肩』甲舌骨筋ノ内側7過グノレモノ 望月 2骨豊 小河 1櫨 計 3

A 爾側トモ2傑ヲ以テ肩』甲舌骨筋ヲ内外ヨリ挟ムモノ 望月 3健 小河 0穏 計：1

－．雨側トモ島ヲ作Jレモノ 望月 7健小河 0骨豊計 7

ホ爾側トモ内頚静脈＝入Jレモノ 望月 1穏小河 2健計 3

5) 前頭静脈ハ大多数ニ於テ外頭静脈或ハ屑牌横静脈二関口スルガ故ニ外頭静脈或ハ屑目甲横静

脈ニ針シテハ左右相稽ヲ以テ通則トス。 73謹， 85.8%（望月51樫， 85.0%，小河22韓， 87.1%）ア

リ。然レドモ大幹静脈ニ針シテハ育Ii頭静脈ハ外頭静脈ノ関口；v~況ト全ク其運命ヲ共ニスルガ故

ニ左右相橋ハ自Ii記外頭静脈ノ22韓（望月15瞳，小河7韓）ヲIHテズ。

6) 内頭静脈把手ハ分枝及ピ大サ等細カキ形態ニ就イテハ何レモ相異スレドモ存在スルコトニ

於テ左右相稿ノモノ44韓， 24.4%（望月37韓， 61.6%。小河7鵠， 23.3%）アリ。

自Hチ個々 1静脈而モ其一部分ノミヲ比較スJレ日寺ハ左右同様ノ形態ヲ有ス jレ例多数ニ存ス。之

ヲ各静脈ノ起始，経過及開口ヲ通ジア左右相構ノモノヲ求ムレパ湛ダノj、教トナル。今頭静脈中

最モ興味ア Jレ外頭静脈ノ形態ニ就4テ左右相栴ノモノヲ敢フレパ， 7鱒， 7.7%（望月5鯉， 8.3%。

小河2鰻， 6.6%）ニ過ギズ。而シテコノ 7例ニ於テモ支流ノ有無及直径／大小ヲ合セ考 7Jレ時ハ

全形ヲ事グテ左右相稽ナリト云フ事ヲ得ス。況ヤ 1側ノ静脈全部ニ亙リテ他側ト左右相稿ノモ

11瞳モ無シ。

第15章男女性的差等

男66棺（望月45臨90側，ノj、何21瞳42側)132側，女24鰹（望月15開30{≪1］，ノj、／llT9臨時側）48側ニ於

テ性的費化ヲ翻察スレバモ欠ノ如シ。女ノ；数少シ，百分率ヲ出スニモ及バザレドモ後日ノ参考ノ

タメニ其ノ；敢ヲ掲グ置カンn （第8,9, 10, 11, 12, 13表）

第 S 表

耳両~J静脈交舎／型
男 1 ・女

例数｜%・｜例l 数｜%

｜望月｜小河｜ 計 l望月｜小河｜計｜望月｜小河｜ 計｜望月｜小河｜ 計
A ”「て・・1 22 同，；》 60.~ 52.3 。7.6 9 4 13 30.0 22.2 2i.O 
H 10 1 11 11.1 2.3 8.4 。。
c 10 ](l 26 11.1 38.0 20.0 6 11 17 20.0 61.1 3ろ；1

I】 10 2 12 11.1 4.i 9.2 ];) 18 A。司I,-》

5 1 。5,5 2.0 4.6 。。
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第
一
男

9 表

女
耳前静脈交曾／；主流

V. fac. post.トナル 49 20 69 54.4 57.1 58.9 5 l 6 16.6 12.5 17.l 

V. jug. ext.＝入ル 18 12 30 20.0 34.2 25.6 14 7 21 46.6 87.5 60.0 

V jug. ant.＝入ル 3 。 3 3.3 2.5 。 1 3.3 2.8 

V. foe. post.＝延長 8 3 11 8.8 8.5 9.4 I 。 I 3.3 2.8 

V. jug. ext.＝延長 4 。 4 4.4 3.4 6 。 6 20,0 17.l 

例鍛「瓦｜例扱｜

｜望月｜小河｜計！望月｜小河｜計｜望月｜小河 l計 1望月｜小河｜計

第 10 表

男 女

例 費支 % f明j 費t % 

後顔薗静脈関口 ｜望月｜小河｜計｜望月！小河｜計｜望月 I/j、河｜計｜望月｜小河｜計
筋ノ内側ユテ 54 16 70 60.0 48.4 56.4 18 8 26 66.6 57.1 70.2 V. j. int 
筋ノ内側＝テ 22 6 28 24.4 18.l 22.5 5 5 10 10.0 35.7 27.0 V. I. com. 
筋ノ外側＝テ 15 II 26 16.6 33.3 20.9 。 1 1 。7.1 2.7 V. f. com. 

第 II 表

男 女

例扱｜ μ ｜例鍛｜%

前顔面静脈／関口｜望月｜小河｜ 計｜望月｜小河｜ 計｜望月 I/1、河｜計｜望月｜小河｜ 計
V. fac. com. 7 f七Jレ 33 22 55 35.4 50.0 39.8 5 6 11 16.6 37.5 20.3 
V. jug. ext.＝合ス 25 12 37 27.7 27.2 26.8 13 5 18 43.3 31.2 3:J.3 

V. jug. int.＝入ル 20 。20 22.2 14.4 7 2 9 23.3 12.5 16.6 

V. jug. ant.トナル 7 5 12 7.7 11.3 8.6 !) I IO 30.3 6.2 18.5 

耳前＝方向鱒換 5 1 6 5.5 2.2 4.3 。。
Plex-pteryg. ＝入ル 2 。 2 2.2 1.4 。。
重複計算／モ／ 2 4 5 4.3 4 2 6 13.5 12.5 11.1 

外額苦手脈／起始

第 12

ト一一男
｜例般｜

｜望月｜小河｜計｜望月｜小河｜

表

｜ 女
｜例鍛｜%

計｜望月｜小河｜計｜望月｜小河 ｜計

］｛.前ノミヨリ主流ヲ起ス 32 11 43 35.5 20.7 30.0 7 日 10 23.3 13.0 16.6 

耳lll！及＼＇.f. c. ant.ヨP 28 17 45 31.1 32.0 31.4 13 8 21 43.3 34.7 35.0 
耳前及 V.aur. post.司リ 16 10 26 17.7 18.8 18.1 !) 6 15 30.6 26.0 25・0

耳前，＆ V. jug. ant.ョリ 6 2 8 ti.6 3.7 5.5 2 I 3 6.6 4.3 5.0 

耳前V.f. ant.及V.aur. post. 2 11 13 2.2 20.7 9.0 5 5 IO 16.6 21.7 16.6 

外頭静脈 7飲損ス I6 2 8 6.6 3.7 5.5 I 。 I 3.3 1.6 

（但シ耳前， V.f. ant.及ビ V aur. post.小河011，宇品ノ、縛、テ重複セシモ／ナリ〉
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第 13 表

外額静脈 F 関口

内額静脈ユ入 yレ

｜望月｜小河｜計｜望月 I11、河｜計｜望月， ,1、河｜

j 11 j B j 11 j 12.2 j 22.2い4.5j 4 j 
震続f士=-L脚ヲ以子筋J外側 12 10 22 13.3 37.0 18.8 11 9 
同上 内側 22 4 26 24.4 14.8 22.2 。
2脚 7以テ筋ヲ挟ム 15 2 17 16.6 7.4 14.5 9 2 

鳥ヲ fドJレモ／ 30 5 35 33.3 18.5 29.9 9 4 

ふl＝aυ
齢制言

一望一日
女丁｜「！？｜

一月＝J

百m，＝可，

M月一村一日

853 

IIAU 

計一比

20 I 36.6 I 52.9 I 40.0 。
11 130.91川別
13 16.0 23.5 26.0 

潤筆λJレユ臨ミ木原教授／；御指導ト御鞭縫トユ封シ且・：；.?t終始懇篤ナJレ御示教ト御校閲ヲ賜ハリシ足立

文太郎先生＝封シ満腔ノ誠意ヲ表ス。




